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新しい栃木市となった本市の、今年の新成人は1,524人。懐かしい恩師との再会、そして旧友たちと
大人の仲間入りを誓った。 （西方総合文化体育館にて、1月11日撮影）

大人としての誓い  郷土への思いをこめて
平成２７年栃木市成人式
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世帯数／62,152世帯(－20)
※外国人登録を含む
　12月末現在（ ）内は前月比

市　章
栃木市の「と」の文字をモ
チーフとして、緑色の4本
のラインは自然、歴史、地
域、人を表し、青色はそれ
ぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあ
るオレンジ色の円は輝かし
い未来と人々の情熱を表し
ています。
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栃木市マスコットキャラクター
「とち介」

１
月
１１
日
（
日
）、
新
し
い
栃

木
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
成
人

式
を
、
栃
木
文
化
会
館
、
大
平

文
化
会
館
、
藤
岡
文
化
会
館
、

都
賀
文
化
会
館
、
西
方
総
合
文

化
体
育
館
、
岩
舟
文
化
会
館
の

各
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

成
人
式
は
、
二
十
歳
を
迎
え

た
皆
さ
ん
の
新
た
な
門
出
を
祝

福
し
、
大
人
の
一
員
と
な
る
た

め
の
自
覚
と
認
識
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

穏
や
か
な
青
空
の
も
と
、
華
や

か
な
振
袖
や
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ

な
ど
で
身
を
包
ん
だ
新
成
人
、

1,
3
5
2
人
（
男
7
2
2
人
、

女
6
3
0
人
）
が
式
に
出
席
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
新
成
人
に

よ
る
実
行
委
員
に
よ
っ
て
式
の

進
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
の
市
長
か
ら
は
、「
新

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『
大
人
に
な
る
』
と
い
う
こ
と
は
、

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
決
め
、

自
分
で
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

広
く
大
き
く
な
っ
た
、
ふ
る
さ

と
で
あ
る
こ
の
栃
木
市
が
発
展

し
て
い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

知
恵
・
力
を
ぜ
ひ
貸
し
て
く
だ

さ
い
。」
な
ど
と
、
祝
福
と
激
励

の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
各
会
場
の
新
成
人
代

表
に
よ
る
誓
い
の
言
葉
で
は
、

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
多
く

の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
と
、
大
人

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
で
社
会

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

（
15
頁
に
関
連
記
事
）
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日程など詳しくは下記フリーダイヤルまでお気軽にお問合せ下さい

8950870120-
ハヤ　ク　 コ　 ノ　ハ　ナ

木の花ホーム　 検索
施工例や商品情報など盛りだくさん

とちぎの花遊び　春のまつりとちぎの花遊び　春のまつり特 集

太
平
山
桜
ま
つ
り
／
星
野
花
ま
つ
り

太
平
山
桜
ま
つ
り
／
星
野
花
ま
つ
り

渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス
／
藤
岡
さ
く
ら
祭
り

渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス
／
藤
岡
さ
く
ら
祭
り

つ
が
の
里
拡
張
竣
工
記
念  

花
彩
祭
2
0
1
5

つ
が
の
里
拡
張
竣
工
記
念  

花
彩
祭
2
0
1
5

金
崎
の
さ
く
ら
ま
つ
り

金
崎
の
さ
く
ら
ま
つ
り

第
30
回 

お
お
ひ
ら
桜
ま
つ
り

第
30
回 

お
お
ひ
ら
桜
ま
つ
り

○
太
平
山
桜
ま
つ
り

日　

時　

4
月
3
日（
金
）〜
12
日（
日
）

※
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

場　

所　

太
平
山
県
立
自
然
公
園

内　

容　

桜
の
名
所
と
し
て
有
名
な
太
平
山
に
是
非
お
越
し
の
う
え
、
と

ち
ぎ
の
春
の
訪
れ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
ま
つ
り
期
間
中
は
大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
を
円

滑
に
す
る
た
め
遊
覧
道
路
栃
木
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
先
か
ら
太

平
山
頂
を
経
て
六
角
堂
入
口
ま
で
一
方
通
行
に
な
り
ま
す
。

※
ま
つ
り
期
間
中
、
謙
信
平
駐
車
場
は
有
料
で
す
。

問
合
先　

太
平
山
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
■本
商
工
観
光
課
内
☎
（21）
2
3
7
4
）

○
星
野
花
ま
つ
り

日　

時　

4
月
中
旬
ま
で

※
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

場　

所　

四
季
の
森
星
野
、
星
野
自
然
村

内　

容　

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
や
カ
タ
ク
リ
等

の
山
野
草
の
宝
庫
で
あ
る
星

野
の
春
を
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

問
合
先　

■本
商
工
観
光
課

☎
（21）
2
3
7
4

日　

時　

4
月
4
日（
土
）12
時
〜
17
時
、
5
日（
日
）11
時
〜
15
時（
時
間
は

予
定
）

場　

所　

大
平
運
動
公
園
（
大
平
町
蔵
井
）

内　

容　

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
い
ち
ご
の
早
食
い
競
争
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
を
開
催
予
定
。
さ
く
ら
通
り
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も

お
す
す
め
。

募　

集　

出
演
者
・
出
店
者
募
集

①
ス
テ
ー
ジ
・
広
場
を
使
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
方

②
飲
食
店
・
模
擬
店
で
イ
ベ

ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
け
る
方

※
①
は
無
償
で
出
演
し
て
い

た
だ
け
る
個
人
、
団
体
の

方
②
は
出
店
料
が
必
要

申
込
み　

3
月
4
日
（
水
）
ま
で

問
合
先　

お
お
ひ
ら
桜
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
■大
産
業
振
興
課

内
☎
（43）
9
2
1
3
）

○
渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス
2
0
1
5

日　

時　

4
月
3
日（
金
）〜
5
日（
日
）

3
日
・
4
日
6
時
30
分
と
15
時
、
5
日
6
時
30
分
の
み

内　

容　

熱
気
球
教
室
、
熱
気
球
係
留
（
有
料
）、
ス
カ
イ
ス
ポ
ー

ツ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
展
示
、
バ
ル
ー
ン
イ

リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
（
夜
間
係
留
）、
打
上
げ
花
火

※
天
候
に
よ
り
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
第
21
回
藤
岡
さ
く
ら
祭
り

日　

時　

4
月
4
日（
土
）9
時
〜
19
時
、
5
日（
日
）9
時
〜
16
時

内　

容　

各
種
ス
テ
ー
ジ
・
特
設
会
場
で
イ
ベ
ン
ト
。
4
月
1
日

（
水
）〜
12
日（
日
）ま
で
桜
並
木
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

場　

所　

藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公
園
（
藤
岡
町
藤
岡
）

問
合
先　

渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス
実
行
委
員
会
・
藤
岡
町
観
光
協

会
（
■藤
産
業
振
興
課
内
☎
（62）
0
9
0
6
）

日　

時　

3
月
29
日（
日
）〜
4
月
30
日（
木
）

場　

所　

つ
が
の
里
（
都
賀
町
臼
久
保
）

内　

容　
「
つ
が
の
里
」
で
は
開
花
時
期
の
異
な
る
、
し
だ
れ
桜
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
山
桜
、
八
重
桜

が
次
々
と
咲
き
、
長
い
期
間
桜
を
楽
し
め
ま
す
。
特
に

樹
齢
1
7
0
年
の
山
桜
「
つ
が
の
里
桜
」
は
圧
巻
で
す
。

夜
は
ぼ
ん
ぼ
り
が
点
灯
さ
れ
（
21
時
ま
で
）、
幻
想
的
な

夜
桜
を
楽
し
め
ま
す
。

期
間
中
の
土
、
日
、
祝
日
に
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。
つ
が
の
里
の
拡
張
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
、

3
月
29
日
（
日
）
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

野
外
音
楽
祭
や
人
形
劇
、
親
子
ふ
れ
あ
い
ガ
ー
デ
ン
な

ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

つ
が
の
里
花
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
■都
産
業
振
興
課
内
☎
（29）
1
1
0
4
）

つ
が
の
里
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
☎
（92）
0
0
0
8

日　

時　

4
月
上
旬
（
期
間
は
2
週
間
を
予
定
）

場　

所　

金
崎
の
桜
堤　

※
東
武
金
崎
駅
よ
り
徒
歩
5
分

内　

容　

金
崎
の
さ
く
ら
は
、
大
正
14
年
（
1
9
2
5
年
）、
当
時

の
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
の
ご
成
婚
記
念
と
し
て
金
崎
青

年
団
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
、
今
年
で
90
年
を
迎
え
ま
す
。

見
ど
こ
ろ
は
、
思
川
の
土
手
沿
い
に
続
く
約
2
0
0
本

の
桜
並
木
か
ら
、
天
気
の
良
い
日
に
は
日
光
連
山
を
望

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
先　

西
方
町
観
光
協
会
（
■西
産
業
建
設
課
内
☎
（92）
0
3
1
3
）
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なんでもやります隊
遺品整理・引越し・買物代行・庭木の手入れ・
ハウスクリーニング・家具の移動など、その他
どんな小さな事でも対応します。

一人で悩まずまずはご相談…栃木市民限定キャンペーン

㈱YO企画　便利屋事業部
足利市通３丁目 足利織物会館内

クーポン券15％オフ 3月末まで
☎ 0120-538-064

ゴミは ゼロよ

古物商許可証第431340018371号
365日24時間
スピード対応

栃木市マスコットキャラクターとち介

住宅用火災警報器の悪質な訪問販売・
点検により高額な請求を受けたという
被害が発生しているよ。
警報器は１個数千円、点検は
自分でも出来るので、
被害に遭わないよう注意
してね！！

キッズダンススクール無料体験会開催！！
体験者募集中。お気軽にご参加下さい。

4
月
よ
り
新
規
開
校
！！

全
員
初
め
て
な
の
で
安
心
で
す
。

開催日 対象・時間
2/21（土） ・2/28（土）
3/  7（土） ・3/14（土）
3/21（土） ・3/28（土）

小学1年生～ 3年生
14：45～15：45
小学4年生～ 6年生
15：55～16：55

【事前のお申し込みが必要です】お電話にてご予約・お問い合わせ下さい。
イオンスポーツクラブ栃木店　電話0282-24-7889

＊

とちぎ

２０１５（平成２７）年２月２０日　発行3 広報とちぎ　３月号

岩 岩舟総合支所
〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751（代）
FAX55-4910

（代）

（代）

（代）

（代）

（代）

各
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

 栃木市長 鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。
　今日は、市のマスコットキャラクター「とち介」につ
いてお話しをしようと思います。
　皆さんは、とち介をご存知ですか？とち介は、昨年
岩舟町との合併に併せ、市民の心をひとつにつなぐ
ためのマスコットキャラクターとして誕生しました。
　4月の「栃木市ホッとあったか係長」への任命以
来、多い時には、月に80件以上もの市内外での催し
物やイベントに参加し、合併により大きくなった「新し
い栃木市」の一体感を醸成すべくＰＲ活動をしても
らっています。イベント等でとち介と対面し、その愛く
るしい表情やしぐさに思わず“にっこり”された方も多
いのではないでしょうか。
　また、昨年秋には、全国のご当地キャラクターがイ
ンターネット投票などで順位を競う「ゆるキャラグラン
プリ2014」に参戦をしました。デビューからわずか半
年ほどでの挑戦でしたので少し無謀かなとは思い
ましたが、「挑む」を合言葉に全国10位以内を目標
としました。結果は、初参戦にもかかわらず、全国約
1700ものキャラクターの中で第8位入賞という素晴
らしい成績を収めることが出来ました。初参戦での

ベストテン入りはグランプリ初の快
挙だそうです。さらに、その結果を
反映してか、市内はもとより県外
からもとち介を利用したグッズを商
品化したいという要望が多数寄
せられており、現在までに約70点ほどが商品とし
て販売されています。
　これも偏に、市民の皆さんが心をひとつにして
とち介を応援してくださった成果であり、このこと
を何よりも嬉しく思いました。今後も、このとち介の
活躍が栃木市を全国にPRするとともに、「栃木
市はひとつ！」という市民の一体感を燃え上がら
せる大きな原動力となってくれることを期待して
います。
　皆さんにおかれましては、とち介が子どもたち
に夢を与え、
栃木市のマス
コットキャラクタ
ーとして多くの
皆さんに元気
と勇気をもたら
す存在で在り
続けられるよ
う、何卒応援を
お願いします。

No.28

栃木ケーブルテレビで市長通信を放映しています。

「とち介」と共に心をひとつに

　今後 2年間に亘り、青年海外協力隊員として海外派遣される、
市内在住の松本 尚さん、中尾 彩奈さん、篠﨑 愛弓さんの 3 人
の方が、12月24日、山本副市長を訪問されました。
　松本さんはパプアニューギニアで最も北に位置するマヌス州の
ポンブルト小学校に理数科教師として、中尾さんは中米のグア
テマラ共和国の様 な々障害を持つ子どもたちを支援している障害
者総合支援センターに理学療法士として、篠﨑さんは南太平洋
の島国であるサモア独立国のバイマウガ中高等学校へ保健体育
教師としてそれぞれ配属されます。
　3 人からは、現地での活動内容や意気込みについてお話をい
ただきました。山本副市長より「体調には十分気を付けて、現
地の方々の役に立ってほしい。そして、帰国した際には得た経
験を栃木市に還元してもらいたい。」と激励の言葉を申し上げま
した。
　ご活躍を期待しております！

　

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
1
月
1
日
、
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着
地
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
親
子
ペ
ア
か
ら
一
般
ま
で
の
11
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
市
内
外
か
ら
約
3
5
0
名
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
走
り
初
め
で
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
な
お
、
各
ク
ラ
ス
の
優

勝
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

1
㎞
親
子
ペ
ア　
　

疋
田
孝
路
・
知
希
（
宇
都
宮
市
）

1
㎞
小
学
1
・
2
年
男
女　

石
川　

湧
史
（
栃
木
市
）

2
㎞
小
学
3
・
4
年
男
子　

大
田
和
十
吾
（
真
岡
市
）

3
㎞
小
学
5
・
6
年
男
子　

海
老
沢
憲
伸
（
益
子
町
）

2
㎞
小
学
3
・
4
年
女
子　

海
老
沢
亜
依
（
益
子
町
）

2
㎞
小
学
5
・
6
年
女
子　

石
塚　

遥
香
（
栃
木
市
）

5
㎞
一
般
女
子
（
中
高
生
含
む
）　

早
乙
女
菜
摘
（
宇
都
宮
市
）

5
㎞
中
学
男
子　

石
渡　

聖
大
（
宇
都
宮
市
）

5
㎞
一
般
男
子
（
45
歳
以
下
）　

鈴
木　

賢
一
（
栃
木
市
）

5
㎞
一
般
男
子
（
46
歳
以
上
）　

石
居　

信
男
（
佐
野
市
）

10
㎞
男
子
（
高
校
生
含
む
）　

松
村　

紀
幸
（
宇
都
宮
市
）

◆
問
合
先
　
　 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
（25）
0
9
3
0

青年海外協力隊員　表敬訪問青年海外協力隊員　表敬訪問

母子保健の向上に尽力！

　前母子保健推進員の林喜代子さんが、11月26日に愛媛県
で開催された健やか親子21全国大会において、公益社団法
人母子保健推進会議より会長表彰を受賞されました。林さん
は、27年の長きにわたり、家庭訪
問や各種保健事業の協力、地域の
母子のよき相談相手として家庭と行
政の架け橋となり、地域に根ざし
た母子保健推進活動に熱心に取り
組んでこられました。多年にわたる
母子保健の向上への功績が評価さ
れ、今回の表彰となりました。
◆問合先
　　 健康福祉課　☎（62）0904

藤

新
春
恒
例
　
第
３９
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

新
春
恒
例
　
第
３９
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

新
春
恒
例
　
第
３９
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

本

新春恒例 第39回元旦マラソン

山口会長から目録を受け取る鈴木市長

写真左より、松本さん、中尾さん、
山本副市長、篠﨑さん

林喜代子さん

～ 母子保健推進会議会長表彰受賞 ～

藤

渡良瀬遊水地ヨシ焼きのお知らせ
　渡良瀬遊水地は治水、利水、環境保全の役割を担う施設です。
遊水地の大部分を占めているヨシ原のヨシ焼きは、ヨシに寄生す
る害虫の駆除、野火による周辺家屋への類焼防止、貴重な湿地
環境の保全などを目的として毎年実施されており、今年も下記の
日程で行われます。
　風向きや上昇気流により、灰や煙が広範囲に飛散し、洗濯物
への付着、庭や屋根への降灰など大変ご迷惑をおかけしますが、
ヨシ焼きの必要性をご理解いただきご協力をお願いします。
　また、前日 17 時から当日は、ゴルフ場を除く渡良瀬遊水地全
域が関係者以外立ち入り禁止になりますので、ご注意下さい。
　なお、ヨシ焼きの実施状況については、渡良瀬遊水地ホームペー
ジ（http://watarase.or.jp）及び電話による自動音声案内（☎
（62）0915）で確認できます。

◆日時　3月22日（日）8時30分～17時予定（雨天などにより3月
　　　　28日（土）または3月29日（日）に延期）
◆場所　渡良瀬遊水地全域
◆問合先　　都市建設課　☎（62）0908

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
栃
木

よ
り
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

栃
木
創
立
30
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
、
高
齢
者
の
見
守

り
活
動
な
ど
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、
車
い
す
対
応
の
福
祉
車

両
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
高

齢
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、

有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
大
変
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
問
合
先

　

 

高
齢
福
祉
課
☎
（21）
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2
4
1
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椅
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す

車
椅
子
対
応
の
福
祉
車
両

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

本

栃木市マスコットキャラクター
とち介
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新たな地域自治制度がはじまります【Part2】新たな地域自治制度がはじまります【Part2】

市役所本庁舎で土曜日窓口を
臨時開設します

4

本

　進学や転勤等の異動の多い時期の土曜日に窓口を開設します。ぜひご利用
ください。
◇開 設 日　3月14日、21日、28日、4月4日、11日、18日の各土曜日
◇開設時間　8時30分～17時
◇開設場所　本庁舎2階（万町）
◇開設窓口　市民生活窓口・保険医療窓口・税務窓口
　★通常業務とは異なり、取扱いしていない業務もありますのでご注意く
ださい。各種取扱業務や手続きについては各担当課に問い合わせください。

市役所本庁舎で土曜日窓口を
臨時開設します日直の見直しについて日直の見直しについて日直の見直しについて

本

●地域づくりに自主的に取り組む任意の組織です。

●皆さんの身近で地域づくりをサポートする市の組織です。

●多様な地域課題を効率的に解決するため、地域にお住まいの方が
　一定の枠内で予算の使い道を考えるしくみです

●市長の認定を受けることができます。

●認定を受けたまちづくり実働組織への補助制度を設けます。

　一定の要件（地域内の複数の団体・住民で構成されていること。地域課題
の解決等に自主的に取り組むこと。民主的に運営されることなど。）を満たす
まちづくり実働組織は、市長の認定を受けることができます。
　市長は、地域会議の意見を聴いて認定の可否を決定します。

　「まちづくり実働組織」とは、地域固有の課題の解決や地域の特色を生かした
実践活動に自主的に取り組む任意組織の総称です。イメージ図のように、自治会
や商工関係団体など、地域内の多くの各種団体や住民等により構成されます。

　前号に続き、4月から始まる新たな地域自治制度について、お知らせします。

▲

まちづくり実働組織立ち上げ準備時
　・認定まちづくり実働組織を立ち上げるための経費の一部を補助します。▲

まちづくり実働組織設立・認定後
　・地域づくり事業計画を策定するための経費の一部を補助します。
　・地域づくり事業計画に基づく事業を実施するための経費の一部を補助します。
　・運営経費の一部を補助します。

　各総合支所における閉庁日（土曜、日曜、祝祭日）の日直については、市民サー
ビスの一つとして、合併後も継続してきましたが、各総合支所での日直事務処
理件数が減少していることから、４月１日（水）より、総合支所の日直を廃止
することとしました。
　なお、市役所本庁舎（万町）における日直は今まで通り継続し、休日の各種
のお届出やお問合せ等については、本庁の日直が対応します。休日にお困りの
際は、下記の本庁日直までお電話下さい。ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

【主な役割】▲

地域会議の事務局を担当します。▲

まちづくり実働組織の設立と運営を支援します。

【主な役割】▲

地域内で活動する各種団体間の相互
　理解及び情報の共有化を図ります。▲

必要に応じて、人材や物品を団体間
　で互いに融通しあいます。▲

地域の問題点や課題、改善点を自ら
　解決するための計画（地域づくり事
　業計画）を立案します。▲

計画に基づき事業を実施します。 （地
　域の美化活動、空き家・空き店舗の 
　活用、世代間の交流事業　など）

【地域予算提案制度の流れ】
①地域会議が、地域課題解決のための事業計
　画を作成し、市長へ提案します。
②市長は、地域会議から提出された事業計画を
　予算案に反映し、議会へ提案します。
③議決後、翌年度に市が事業を実施します。

【対象とならない事業】
・市に決定権限のない事業
・大規模な施設整備
・給付等の上乗せ
・市が廃止を決定した事業   
　の復活 など

Ⅲ 地域まちづくりセンターに
ついて

Ⅳ 地域予算提案制度について

Ⅱ まちづくり実働組織について

栃木中央地域まちづくりセンター
栃木東部地域まちづくりセンター
栃木西部地域まちづくりセンター
大平地域まちづくりセンター
藤岡地域まちづくりセンター
都賀地域まちづくりセンター
西方地域まちづくりセンター

岩舟地域まちづくりセンター

◆問合先　　 地域まちづくり課　☎（21）2331

ま
ち
づ
く
り
実
働
組
織

（
名
称
・
団
体
構
成
は
様
々
）

地
域
内
の
各
種
団
体
等
が
任
意
に
参
画

地域の
各種団体
NPO等
個人

教育関係
団体

福祉関係
団体

農業関係
団体

商工関係
団体

自治会

栃木中央地域まちづくりセンター

地域まちづくりセンター

まちづくり実働組織連携

地
域
会
議

支
援

参
画参

画
参
画

事
務
局

地域住民 自治会 各種団体

NPO等
参画

地域まちづくり
センター

地域会義 市長 議会

連携 事業
提案

翌年度
事業実施

・各課との調整 ・課題解決の検討

・予算案作成
・議会提案

・審議
・議決

・予算案作成
・議会提案

・審議
・議決

・住民票の写し、戸籍謄本等の交付
・印鑑登録申請、証明書の交付
・住民異動届、戸籍届の受付　など

・市税等の納付受付
・各種税証明の交付（所得証明、課税証明など）

・国民健康保険資格の取得、喪失
・高額療養費支給申請の受付
・国民年金保険料免除、学生納付特例申請の受付
・医療費助成申請の受付
・後期高齢者医療関係届出の受付　など

土曜日窓口の主な取扱業務 担当課

◆問合先　   総務課☎（21）2342

管　財　課　　　　☎（21）2 6 0 5

市民生活課
☎（21）2126

本保険医療課
☎（21）2131

本

本

本

地域まちづくり課　　☎（43）9 2 0 5大

地域まちづくり課　　☎（62）0 9 0 0藤

地域まちづくり課　　☎（29）1 1 0 0都

地域まちづくり課　　☎（92）0 3 0 0西

地域まちづくり課　　☎（55）7 7 5 1岩

市民税課☎（21）2261
本資産税課☎（21）2271
本収 税 課☎（21）2281

 
栃木市マスコットキャラクター

とち介

本庁日直窓口 連絡先：☎（22）3 5 3 5

日直業務に関する問合せ先（平日）

※閉庁日に総合支所にかけた電話は、本庁日直に転送されます。

場所：市役所本庁舎1階南西角警備室内

　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
公

民
館
な
ど
公
共
施
設
の
空
き
状

況
の
照
会
や
予
約
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

◇
空
き
状
況
照
会
サ
ー
ビ
ス
　

3
月
1
日
（
日
）
開
始
（
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
）

◇
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス

10
月
1
日
（
木
）
開
始
予
定
（
事

前
に
利
用
者
登
録
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
各
施
設
に
問
合
せ

下
さ
い
）

○
利
用
で
き
る
端
末

パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

携
帯
電
話
な
ど

○
対
象
施
設

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
公
民

館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
、
文
化
会
館
な
ど
55
施
設

■
ご
利
用
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
右
側
に
あ
る
『
公
共
施

設
予
約
・
案
内
シ
ス
テ
ム
』
か

ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話

用
の
ア
ド
レ
ス
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

https://w
w
w
.task-asp.net/c

u/eg/ykd092037.task

○
携
帯
電
話
用

https://w
w
w
.task-asp.net/c

u/eg/ykm
092037.task

◆
問
合
先

　 

情
報
推
進
課
☎
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2
5
6
1

公
共
施
設
の
空
き
状
況
確
認
・

予
約
が
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ネ
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ト
上
で

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

携
帯
電
話
用

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

本

P

P

N

蔵
の
街
大
通
り

栃木市役所
本庁舎

ホテル
サンルート栃木

栃木信用金庫警備室



★入学願書受付中★

 小山市城東1-3-3【入学案内室】☎0285-20-3550【URL】http://www.oyamashika.ac.jp

  栃木市今泉町2-6-22【入学案内室】☎0282-28-0020【URL】http://www.maronie.jp

※資料請求（無料）及び詳細につきましては入学案内室までお気軽にお問い合わせください。　

◆介護福祉士   ◆社会福祉士
◆精神保健福祉士 ◆看 護 師
◆理学療法士   ◆作業療法士
◇助産師（※平成27年4月開設 指定申請中）
◆歯科衛生士実施会場：各学校の校舎内にて開催

3/21土
開催時間：【AM10:00～12:00】

開 催
日 程

★入学願書受付中★

21212121開 催

★各国家資格取得に対応！

皆さんのご参加
お待ちしています♪

かたづけ屋☆栃木 です！

☆家屋の一般廃棄
（テーブル、家具、衣服、家電など）の処理

栃木市指定環第19号　一般廃棄物処理業

㈱Cri-Kai 栃木市宮町55-1
TEL 0282-30-1632　FAX 0282-31-2870　
E-mail cri-kai@cc9.ne.jp　※一時預かりも致します。

あなたのお家は、深呼吸してますか？

板倉 安秀税理士・
行政書士 日向野 司パートナー

公認会計士 三輪 　誠パートナー
司法書士

松嶋 央行パートナー
税理士 大島 　康パートナー

税理士 岩﨑 　賢パートナー
税理士

門澤 武男パートナー
税理士 大島 良一パートナー

税理士 林 　利次パートナー
税理士

２０１５（平成２７）年２月２０日　発行広報とちぎ　３月号

グラフ ①　医療費と保険税（岩舟地域含む）

■医療費　■保険税

142.7

46.6

0.0

40.0

80.0

120.0

160.0

200.0

億円

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

146.7

45.0

149.2

45.9

所得割
資産割
均等割
平等割
限度額

6.6  ％
14.0  ％

24,000  円
23,500  円
500,000  円

7.0  ％
26.0  ％

24,000  円
23,000  円
500,000  円

7.4  ％
11.0  ％

27,000  円
24,000  円
510,000  円

所得割
資産割
均等割
平等割
限度額

2.0  ％
3.0  ％

5,000  円
4,500  円
130,000  円

2.1  ％
7.0  ％

6,500  円
6,000  円

130,000  円

2.9  ％
3.0  ％

9,000  円
7,500  円

160,000  円
所得割
資産割
均等割
平等割
限度額

1.5  ％
3.0  ％
7,000  円
5,000  円
100,000  円

1.6  ％
4.0  ％

8,000  円
6,200  円
100,000  円

1.6  ％
3.0  ％

8,000  円
7,000  円

140,000  円

医
療
分

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

介
護
分

（
40
〜
64
歳
の
方
）

所得割
資産割
均等割
平等割
限度額

10.1  ％
20.0  ％

36,000  円
33,000  円
730,000  円

10.7  ％
37.0  ％

38,500  円
35,200  円
730,000  円

11.9  ％
17.0  ％

44,000  円
38,500  円
810,000  円

合
　
計

26年度 
（岩舟地域以外）

26年度 
（岩舟地域） 27年度 

国民健康保険税の税率等の改正内容
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　平成27年3月2日（月）より、大平健康福祉課の福祉・こどもチームと介護高齢チ
ームが大平総合支所新館1階に移転します。移転に伴い、業務受付場所が下記のとお
り変わりますのでご注意ください。

　都市計画税は、今年度までは栃木地域・大平地域の市街化区域に課税し、他地域
は課税していませんでしたが、これまでの3回の合併協定や合併特例法を踏まえて条
例を改正し、平成27年度から（岩舟地域は平成28年度から）全地域の市街化区域に
都市計画税を課税します（都市計画税の改正の経緯については、広報とちぎ8～11月
号に掲載しました「シリーズ都市計画税」をご覧ください）。
　税額等個別の件につきましては、土地・家屋が所在する地域の資産税課・各総合
支所税務担当課へ問い合わせください。
　○都市計画税の算出方法と、平成27年度以降の税率
　　課税標準額＝固定資産税の価格（住宅用地等には一部特例があります）
　　課税標準額 × 税率 ＝ 都市計画税の税額（固定資産税と併せて納税します）

　国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられる
よう、加入者の皆さんが出し合った保険税や、国・県からの補助金によって市が
運営をする、助け合いの制度です。現在、市の国保財政が危機的状況にあるこ
とから、平成27年度から保険税率と課税限度額（一世帯あたりの保険税の上限額）
を、下の表のとおり改正することにしました。加入者の皆さんには負担をお掛けし
ますが、ご理解をお願いします。
○なぜ改正が必要なの？
　近年の加入者の高齢化や医療技術の高度化等により、市の国保加入者の医療
費は年々増加している一方で、景気低迷などにより保険税収は伸び悩んでいるこ
とから（グラフ①）、栃木市の国保財政は平成23年度以降赤字の状態が続いてい
ます。市では、国保の貯金にあたる「保険財政調整基金」を取り崩して赤字分を
まかなってきましたが、今年度末には基金の額がほぼゼロの状態となり、破たん
の危険があることから、税率等の引き上げによる収入の確保が喫緊の課題となっ
ています。そのため、被保険者も含めて構成される「国民健康保険運営協議会」
に諮問を行った結果、「安定した国保運営のためには税率及び課税限度額の改正
もやむを得ない」との答申を得たことから、先日の12月議会に付議し、今回の改
正が決定しました。
○なぜこの時期に改正するの？
　市では、それまで地域ごとで統一されていなかった保険税率を、合併後の平
成24年度に均一化をはかりました。この際、急激な負担の増加とならない税率を
設定し、不足分は基金から補いながら、3年後の平成27年度に国保財政と均衡
のとれた税率にすることとしました。また、旧岩舟町との合併協議会の調整方針
でも、保険税率を合併後の平成27年度に統合することとされていました。
　今回の改正により、平成27年度は約6億7千万円の増収が見込まれるほか、市
の「一般会計」からの法定外繰入により財源を補いますが、それでも引き続き医
療費の増加が予想されており、市の国保財政は依然として厳しい状況が続きます。
市では、保険税確保に向けた取り組みや特定健診等の保健事業の推進などによ
り医療費の抑制をはかり、今後も引き続き国保の安定運営に努めていきます。皆
さんのご協力をよろしくお願いします。
※具体的な税額の計算などについては、
　今後広報紙面などでご案内をする予定です。
◆問合先　 　保険医療課  ☎（21）2131
　　　　 　 　市民税課　  ☎（21）2263

　○都市計画税とは？
　　都市計画事業または土地区画整理事業に要する費用にあてる目的税のことです。
　○都市計画税は誰が納めるのですか？
　　毎年1月1日賦課期日現在において、市街化区域内に土地や家屋を所有している
　　方が納税義務者となります。ただし、固定資産税が課税されていない方は、都市
　　計画税も課税されません。
　○課税の対象となるのは？
　　市街化区域に所在する土地及び家屋です。
　○税率が0.1、0.15、0.2％と上がるのは？
　　税率は、0.2％で統一いたしますが、新規課税の地域に対する急激な負担増加を
　　避けるため、段階的な税率を設定しました。
　○岩舟地域が1年遅れる理由は？
　　岩舟地域は平成26年4月に合併したばかりであることから、都市計画税の周知期
　　間等に配慮をしました。
　○西方地域に課税の対象は無いのですか？
　　西方地域は市街化区域と市街化調整区域の区分の無い「非線引き都市計画区域」
　　であるため、市街化区域がありません。今後はできるだけ早期に線引き都市計画
　　区域である小山・栃木都市計画区域との統合に努め、統合後、市街化区域に課
　　税をします。
　○一筆の土地に市街化区域と市街化調整区域がある場合は？
　　これまでは地域により取扱いが異なっていましたが、一筆の土地のうち市街化区
　　域の部分に課税する方法に統一します。
　◆問合先　 　資産税課☎（21）2275　　　　　　 税務課☎（43）9208
　 　　　　　 　税 務 課☎（62）0902　　　　　　 税務課☎（29）1101
　 　　　　　 　地域まちづくり課☎（92）0305　　　税務課☎（55）7758

地域福祉、民生委員児童委員、生活
保護、災害救助、日本赤十字社、障
がい福祉、福祉タクシー券、児童福
祉、児童手当、児童扶養手当、遺児
手当、学童保育　など
敬老祝賀、介護保険、戦傷病・戦
没者援護、高齢者福祉　など

※健康増進チーム☎（45）1788と、大平地域包括支援センター☎（45）1799は引き続
きゆうゆうプラザ内で業務を行います。
◆問合先　　 健康福祉課
　※2月27日（金）まで【大平健康福祉センター（ゆうゆうプラザ）】☎（45）1788
　※3月  2 日（月）から【大平総合支所新館1階】☎（43）9202

大平総合支所新館
1階
（大平町富田558）

福祉・こども
チーム
☎（43）9202

介護高齢チーム
☎（43）9203

健診、がん検診、母子保健、妊娠届、
母子健康手帳、予防接種、歯科保健、
生活習慣病予防、感染症予防、精神
保健、特定保健指導　など

健康増進チーム
☎（45）1788

受付場所 担当・連絡先 主な取扱い業務

地域支援事業、地域包括支援センタ
ー業務　など

大平地域包括支
援センター
☎（45）1799大平健康福祉センター

ゆうゆうプラザ内
（大平町西野田666-1）

大
　
平
　
健
　
康
　
福
　
祉
　
課

大平健康福祉課（一部）が
大平総合支所新館１階に移転します

大

　平成27年4月診療から、小学6年生以下のお子さんの受給資格者証が、
次のように変わります。

　受給の登録をされている小学6年生以下のお子さんには、新しい受給資格
者証を郵送します。4月以降に県内の医療機関等を受診する際は、必ず新し
い受給資格者証と健康保険証を窓口で提示してください。
※中学生のお子さんは、現在の受給資格者証をそのまま使用ください。

こども医療費助成制度の新受給資格者証の送付こども医療費助成制度の新受給資格者証の送付こども医療費助成制度の新受給資格者証の送付

◆問合先　 　保険医療課☎（21）2316　　　生活環境課☎（43）9216
　 　　　　　 生活環境課☎（62）0903　　　生活環境課☎（29）1102
　 　　　　　 生活環境課☎（92）0307　　　生活環境課☎（55）7762

平成27年3月まで

年齢区分 受給証の色 年齢区分 受給証の色

３歳未満 クリーム色 未就学児 青　色

３歳～
小学６年生 水　色 小学生 むらさき色

中学生 ピンク色 中学生 ピンク色

平成27年4月から

西
藤
本

岩
都
大

市街化区域全域に都市計画税を課税します市街化区域全域に都市計画税を課税します市街化区域全域に都市計画税を課税します

西
藤
本

岩
都
大

税
率
と
均
一
時
期

地域
課税対象区域 市街化区域 該当なし

栃木 大平 藤岡 都賀 岩舟 西方
地域別税率表 （単位：％）

H26
H27
H28
H29
H30～

0.3 0.2
0.1
0.15 0.1

0.150.2
0.2

‒ ‒ ‒ ‒
‒ ‒
‒
‒
‒

国民健康保険の税率等の改正にご理解をお願いします

本
本



広報とちぎ　３月号２０１５（平成２７）年２月２０日　発行 6

◇
利
用
券

　

1
枚
あ
た
り
5
0
0
円
助
成

で
、
1
回
の
乗
車
に
つ
き
２
枚

ま
で
使
用
可
。

　

年
24
枚
交
付
（
10
月
以
降
の

申
請
の
場
合
は
12
枚
）。

◇
対
象

　

市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方
（
施
設
へ
入

所
し
て
い
る
方
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。）

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
1
・
2

級
）、
療
育
手
帳
（
A1
・
A2
）
又

は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
1
級
）
の
い
ず
れ
か
の
手
帳
を

お
持
ち
の
方

②
80
歳
以
上
の
方
で
、
月
1
回

以
上
通
院
し
、
タ
ク
シ
ー
の
利

用
を
必
要
と
す
る
方

③
65
歳
以
上
80
歳
未
満
の
方
で
、

月
4
回
以
上
通
院
し
、
タ
ク
シ

ー
の
利
用
を
必
要
と
す
る
方

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

　

重
度
障
が
い
者
の
方
・
・
・
手

帳
、
印
か
ん

　

高
齢
者
の
方
・
・
・
・
・
・
通

院
を
証
明
す
る
書
類
（
前
月
分

の
領
収
書
等
で
、
80
歳
以
上
の

方
は
1
枚
、
65
歳
以
上
80
歳
未

平
成
27
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

　
　
　 

利
用
助
成
券
の
交
付

本大藤都西岩本大藤

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　   

ご
案
内

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

お
よ
び
障
害
年
金
受
給
者
で
左

記
に
該
当
す
る
方
は
、
65
歳
の

誕
生
日
か
ら
任
意
で
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳　

1
〜
3

級
お
よ
び
4
級
の
一
部
（
▽
音

声
、
言
語
機
能
の
著
し
い
障
害

／
▽
両
下
肢
の
す
べ
て
の
指
を

欠
く
／
▽
一
下
肢
の
下
腿
の
2

分
の
1
以
上
を
欠
く
▽
一
下
肢

の
機
能
の
著
し
い
障
害
）

　

子
ど
も
の
定
期
接
種
の
う
ち
、

左
記
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

対
象
と
な
る
年
齢
の
お
子
さ
ん

が
無
料
で
接
種
を
受
け
ら
れ
る

の
は
3
月
31
日（
火
）ま
で
で
す
。

未
接
種
の
場
合
は
、
早
め
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象

◎
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
M
R
）

2
期
【
年
長
児
】

　

平
成
20
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
21
年
4
月
1
日
生
ま
れ

◎
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・

破
傷
風
）

　【
小
学
校
6
年
生
】

　

平
成
14
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ

◎
水
痘
（
み
ず
ぼ
う
そ
う
）

　【
経
過
措
置
対
象
者
】　
　
　

　
3
歳
以
上
5
歳
未
満
で
、
今

　

ま
で
に
水
痘
予
防
接
種
を
し

　

て
い
な
い
お
子
さ
ん（
み
ず
ぼ

　

う
そ
う
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ

　

る
お
子
さ
ん
は
対
象
外
）

◇
受
け
方

○
接
種
場
所　

市
内
協
力
医
療
機
関※

要
予
約

○
持
って
い
く
も
の

母
子
健
康
手
帳

予
診
票
（
ご
記
入
の
う
え
）

★
何
ら
か
の
理
由
で
市
外
の
医
療

機
関
で
受
け
る
場
合
は
、
事
前

に
問
合
先
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

　 

健
康
増
進
課
☎
（25）
3
5
1
1

　 

健
康
福
祉
課
☎
（45）
1
7
8
8

　 

健
康
福
祉
課
☎
（62）
0
9
0
4

　 

健
康
福
祉
課
☎
（29）
1
1
0
3

　 

健
康
福
祉
課
☎
（92）
0
3
1
1

子
ど
も
の
定
期
接
種
を

　
　
　
　
受
け
ま
し
ょ
う
！！

本

　

保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

（
全
額
免
除
・
一 

部
免
除
・
法
定

免
除
）、
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料

を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老

齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
古
い
月
分
か

ら
納
め
る（
追
納
）こ
と
が
で
き

ま
す
（
免
除
等
の
承
認
を
受
け

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
3
年
度
目
以
降
の
追
納
の
場

合
、
当
時
の
保
険
料
額
に 

一 

定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
）。

・一 

部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

残
り
の
納
付
す
べ
き
保
険
料
が

納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納
は

で
き
ま
せ
ん
。

・「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」が「
法
定
免
除
・

申
請
免
除
期
間
」よ
り
古
い（
先

に
経
過
し
た
）
月
分
で
あ
る
場
合

は
、「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学

生
納
付
特
例
期
間
」
が
優
先
し

ま
す
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が
「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
期
間
」
よ
り
先
に
経

過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か

本
人
が
選
択
で
き
ま
す
。

・「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納

付
特
例
期
間
」の
中
で
は
、
先
に

経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

・「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

◆
日
時

参
加
申
込
期
間

2
月
17
日
（
火
）
13
時
〜
2
月

27
日
（
金
）
23
時

入
札
期
間

3
月
６
日
（
金
）
13
時
〜
3
月

8
日
（
日
）
23
時

下
見
会
開
催
日
時

2
月
20
日
（
金
）
10
時
〜
16
時

※

公
売
は
納
付
の
状
況
等
に
よ

り
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
場
所

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ

イ
ト
内
（
下
見
会
は　

 

収
税
課

前
）

◆
問
合
先

　 

収　

税　

課
☎
（21）
2
2
8
1

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
の
名
義
人
が
課
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
譲
渡
・
盗

難
な
ど
に
よ
り
軽
自
動
車
な
ど

が
お
手
元
に
な
く
て
も
、
届
出

を
行
わ
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
。

廃
車
・
住
所
変
更
・
名
義
変
更

は
3
月
中
に
届
出
を
お
済
ま
せ

く
だ
さ
い
。

※

乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ

ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
農
耕
車
お
よ

び
フ
ォ
ー
ク
・
リ
フ
ト
、
シ
ョベル
・ 

ロ
ー
ダ
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車

は
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
で

す
。
該
当
す
る
車
両
を
所
有
し

て
い
た
り
新
た
に
取
得
し
た
場
合

は
、
す
み
や
か
に
申
告
を
し
、

必
ず
標
識（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

○
1
2
5
ｃｃ
以
下
の
オ
ー
ト
バ
イ

軽
自
動
車
な
ど
の
届
出
は

　
　
　
　
　
　
　
お
早
め
に

　

接
種
を
希
望
す
る
対
象
者
に

は　

 

健
康
増
進
課
・
各
総
合
支

所
健
康
福
祉
課
で
予
診
票
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度

の
予
診
票
が
使
用
で
き
る
の
は
3

月
31
日
（
火
）
ま
で
で
す
の
で
、

早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象

　

昭
和
25
年
4
月
1
日
以
前
生

ま
れ
で
、
過
去
に
高
齢
者
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方

※

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
も
、

次
の
方
は
希
望
に
よ
り
接
種
で
き

ま
す
。○
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸

器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
が
い
を
有
す
る
方　

○
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が

ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障

が
い
を
有
す
る
方

◆
受
け
方

・
接
種
場
所　

市
内
協
力
医
療

機
関
（※

要
予
約
）

・
料
金　

2
，5
0
0
円

・
持
って
い
く
も
の

予
診
票
（
ご
記
入
の
う
え
）

★
何
ら
か
の
理
由
で
市
外
の
医
療

機
関
で
受
け
る
場
合
は
、
事
前

に
問
合
先
ま
で
相
談
く
だ
さ
い
。

★
生
活
保
護
世
帯
に
属
す
る
方
に

つい
て
は
、
接
種
後
に
申
請
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
額
分
の
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
合
先

　 
健
康
増
進
課
☎
（25）
3
5
1
1

　 
健
康
福
祉
課
☎
（45）
1
7
8
8

　 

健
康
福
祉
課
☎
（62）
0
9
0
4

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

     

接
種
は
3
月
31
日
ま
で
で
す
！！

本大藤

岩

本
　

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
、
そ
れ

ま
で
の
健
康
保
険
を
抜
け
て
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
り
ま

す
。
75
歳
の
誕
生
日
前
に
『
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
』

を
郵
送
し
ま
す
。
保
険
料
の
通

知
は
誕
生
月
の
翌
月
以
降
に
郵

送
し
ま
す
。

　

 

保
険
医
療
課 

☎
（21）
2
1
3
7

75
歳
の
誕
生
日
を

　
　
　
　
　
迎
え
る
方
へ

20日（月）
20日（月）
21日（火）
21日（火）
22日（水）
22日（水）
23日（木）
24日（金）
27日（月）

寺尾公民館
静和地区公民館
皆川公民館
遊楽々館
吹上公民館
真名子出張所
大宮公民館
国府公民館
部屋出張所

9時～11時30分
9時～11時30分
9時～11時30分
9時～11時30分
9時～11時30分
9時～11時
9時～11時30分
9時～11時30分
9時～11時30分

満
の
方
は
4
枚
必
要
）、
年
齢

の
わ
か
る
書
類
（
保
険
証
等
）、

印
か
ん

※

代
理
申
請
の
場
合
は
、
代
理

者
の
印
か
ん
も
必
要
で
す
。

◇
申
請
受
付

　

3
月
30
日
（
月
）
か
ら
、  　

 

　

 

社
会
福
祉
課
及
び
各
総
合
支
所

健
康
福
祉
課
で
受
付
す
る
ほ
か
、
次

の
と
お
り
出
張
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
問
合
先

　 

社
会
福
祉
課
☎
（21）
2
2
0
3

　 

健
康
福
祉
課
☎
（43）
9
2
0
2

　 

健
康
福
祉
課
☎
（62）
0
9
0
4

　 

健
康
福
祉
課
☎
（29）
1
1
0
3

　 

健
康
福
祉
課
☎
（92）
0
3
0
9

　 

健
康
福
祉
課
☎
（55）
7
7
5
9

本

◆
利
用
条
件

①
市
外
の
医
療
機
関
へ
の
通

院
、
入
院
又
は
退
院
す
る
場
合

②
市
外
の
介
護
保
険
や
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
利
用

す
る
場
合

◆
運
行
範
囲

　

県
内
外
の
近
隣
市
町

◆
運
行
車
両

　

リ
フ
ト
車
又
は
ス
ロ
ー
プ
車

◆
運
行
日　

9
時
か
ら
17
時

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
利
用
料
金　

利
用
距
離
１
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
1
0
0
円

＊
市
内
を
走
行
す
る
場
合
は
、

助
成
制
度
あ
り
。

＊
有
料
道
路
の
通
行
料
・
有
料

駐
車
場
の
料
金
等
は
、
利
用
者

負
担
。

◆
対
象
　
車
い
す
又
は
ス
ト
レ

ッ
チ
ャ
ー
の
使
用
に
よ
り
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
や
普
通
乗

用
車
へ
の
乗
り
降
り
が
困
難
な

方
で
、
次
の
①
又
は
②
に
該
当

し
て
い
る
方

①
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

方②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

４
月
か
ら
障
が
い
者
等
移
送

サ
ー
ビ
ス
を
岩
舟
地
域
ま
で

拡
大
し
ま
す

帳
又
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方

◆
問
合
先　

栃
木
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　

☎
（22）
4
4
5
7

　 

社
会
福
祉
課
☎
（21）
2
2
0
3

本大藤都西

本
の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談

に
関
す
る
問
合
先

栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　

  

☎
（22）
6
0
7
4

本

本

○
療
育
手
帳　

A1
お
よ
び
A2

○
精
神
保
健
福
祉
手
帳　

1
・
2
級

○
障
害
年
金　

1
・
2
級

※

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
障

害
者
手
帳
も
し
く
は
障
害
年
金
証

書
、
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
を
持

参
の
上
、
問
合
せ
先
に
て
手
続
き

く
だ
さ
い
（
重
度
心
身
障
が
い
者

医
療
費
受
給
資
格
者
証
・
特
定
疾

病
療
養
受
領
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
併
せ
て
持
参
く
だ
さ
い
）。

◆
問
合
先　

　 

保
険
医
療
課
☎
（21）
2
1
3
7

　 

生
活
環
境
課
☎
（43）
9
2
1
6

　 

生
活
環
境
課
☎
（62）
0
9
0
3

　 

生
活
環
境
課
☎
（29）
1
1
0
2

　 

生
活
環
境
課
☎
（92）
0
3
0
7

　 

生
活
環
境
課
☎
（55）
7
7
6
2

都西岩

や
農
耕
車

　 

市 

民 

税 

課
☎
（21）
2
2
6
1

○
1
2
6
ｃｃ
以
上
の
オ
ー
ト
バ
イ

栃
木
運
輸
支
局　

佐
野
事
務
所

☎
0
5
0

－

5
5
4
0

－

2
0
2
0

○
軽
四
輪
車

軽
自
動
車
検
査
協
会　

佐
野
支
所 

☎
0
5
0

－

3
8
1
6

－

3
1
0
8

　

腰
痛
・
肩
こ
り
・
メ
タ
ボ
・

高
血
圧
・
生
活
習
慣
病
等
の
悩

み
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
が
相

談
に
の
り
ま
す
。

◆
日
時
　
毎
月
第
3
日
曜
日　

13
時
30
分
〜

◆
場
所

渡
良
瀬
の
里　

会
議
室

◆
定
員
　
5
人
（
要
予
約
）

◆
参
加
費
　
5
0
0
円
／
回

（
入
館
料
込
み
）

◆
申
込
・
問
合
先

窓
口
も
し
く
は
電
話
に
て

渡
良
瀬
の
里　

☎
（62）
1
6
3
5

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

　
　
　
　   

な
ん
で
も
相
談

　

4
月
よ
り
、
働
く
婦
人
の
家

（
市
民
会
館
3
階
・
日
ノ
出
町
）

の
開
館
時
間
と
休
館
日
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

○
開
館
時
間　

9
時
〜
22
時

○
休
館
日　

日
曜
日
も
開
館

し
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
か

ら
翌
年
1
月
3
日
）の
み
休
館

◆
問
合
先

　 

商
工
観
光
課
☎
（21）
2
3
7
1

「
働
く
婦
人
の
家
」
開
館

　  

時
間
・
休
館
日
の
変
更

本 本

4　

月

　 

健
康
福
祉
課
☎
（29）
1
1
0
3

　 

健
康
福
祉
課
☎
（92）
0
3
1
1

　 

健
康
福
祉
課
☎
（55）
7
7
8
1

西

　 

健
康
福
祉
課
☎
（55）
7
7
8
1

岩

都
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次
の
と
お
り
、
水
道
の
検
針

日
を
変
更
し
ま
す
。

○
栃
木
地
域（
箱
森
町
、
錦
町
、

皆
川
地
区
、
吹
上
地
区
、
寺
尾

地
区
） 

↓
2
月
以
降
、
偶
数
月
の
15
日

〜
25
日
が
検
針
日
と
な
り
ま
す
。

○
栃
木
地
域（
入
舟
町
、
祝
町
、

片
柳
町
、
河
合
町
、
境
町
、
薗

部
町
、
平
井
町
、
富
士
見
町
、

湊
町
、
柳
橋
町
）、
大
平
地
域

全
域
、
岩
舟
地
域
全
域
、
藤
岡

地
域
全
域

↓
3
月
以
降
、
奇
数
月
の
15
日

〜
25
日
が
検
針
日
と
な
り
ま
す
。

○
栃
木
地
域
（
万
町
、
倭
町
、

旭
町
、室
町
、城
内
町
、神
田
町
、

本
町
、
日
ノ
出
町
、
沼
和
田
町
、

小
平
町
、
嘉
右
衛
門
町
、
泉
町
、

大
町
、
昭
和
町
、
大
宮
地
区
、

国
府
地
区
）、
都
賀
地
域
全
域
、

西
方
地
域
全
域 

↓
4
月
以
降
、
偶
数
月
の
15
日

〜
25
日
が
検
針
日
と
な
り
ま
す
。

※

栃
木
地
域
で
は
こ
れ
ま
で
2

か
月
に
1
回
検
針
し
た
水
量
を

2
分
割
し
て
毎
月
料
金
を
請
求

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
検

針
日
変
更
以
降
は
分
割
せ
ず
、

2
か
月
分
を
一
括
し
て
請
求
し

ま
す
。

※

平
成
27
年
5
月
〜
6
月
の
検

針
ま
で
は
、
旧
料
金
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
新
料
金
の
詳
細
に
つ
い
て

は
2
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※

1
月
〜
3
月
の
検
針
の
際
に

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

　

 

水
道
業
務
課

　

☎
（25）
2
1
0
0
・
2
1
0
3

水
道
の
検
針
日
を
変
更
し
ま
す

　
◎
青
少
年
の
喫
煙
防
止
を
進

め
ま
し
ょ
う
！

　

青
少
年
期
の
健
康
を
保
持
す

る
た
め
に
は
、
心
身
に
害
を
な

す
喫
煙
等
を
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
非
行
防
止
の
た
め
に
も
、

喫
煙
防
止
が
重
要
で
す
。
青
少

年
期
か
ら
の
防
止
は
大
人
の
喫

煙
者
を
減
少
さ
せ
、
将
来
の
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

未
成
年
者
の
喫
煙
は
法
律
で

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
、

学
校
、
地
域
、
職
場
な
ど
の
地

域
社
会
全
体
で
喫
煙
防
止
を
も

う 

一 

度
考
え
、
喫
煙
を
助
長
し

な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
・
安
心
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
便
利
な
も

の
で
す
が
、
親
の
目
の
届
か
な
い

と
こ
ろ
で
有
害
情
報
が
含
ま
れ
る

サ
イ
ト
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き

た
り
、
ま
た
個
人
情
報
を
書
き

込
ん
だ
り
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
利
用

で
き
る
よ
う
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

行
い
、
有
害
情
報
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
任
せ
に

せ
ず
、
親
子
で
話
し
合
って
家
庭

内
で
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

◎
青
少
年
に
関
す
る
相
談
は
、

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

◆
相
談
日　

毎
週
月
〜
金
曜
日

◆
時
間　

9
時
〜
17
時

◆
問
合
先　

青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー　

☎
（23）
6
5
6
6

青
少
年
の
健
全
育
成

　

個
人
や
団
体
、
企
業
等
の
グ

ル
ー
プ
が
、
道
路
・
河
川
・
公

園
の
公
共
施
設
に
お
い
て
清
掃
や

「
ア
ダ
プ
ト
制
度
」
に

　 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

本

　

箱
森
町
の 

一 

部
で
施
行
し
て
い

る
栃
木
市
箱
森
西
部
土
地
区
画

整
理
事
業
の
事
業
計
画
（
第
4

回
変
更
）
を
次
の
と
お
り
縦
覧

し
ま
す
。
意
見
等
の
あ
る
方
は
、

3
月
25
日
（
水
）
ま
で
に
市
長
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
及
び
時
間

2
月
26
日（
木
）〜
3
月
11
日（
水
）

本

本

本

　

会
議
は
原
則
公
開
で
す
が
、

案
件
に
よ
り
非
公
開
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め　

 

教
育
総
務
課
ま
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

3
月
23
日
（
月
）
14
時
〜

３
月
定
例
教
育
委
員
会
の

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

本
　

交
通
安
全
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

・
大
坂
屋
運
送
株
式
会
社　

様

　

2
0
，0
0
0
円

◆
問
合
先　

　

 

交
通
防
犯
課
☎
（21）
2
1
5
1

交
通
安
全
対
策
へ
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
市
民
参
加
の
制
度
で
す
。

市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

加
入
や
清
掃
用
具
の
貸
出
等
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
き
れ
い
で
住

み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〜
ア
ダ
プ
ト
制
度
の
流
れ
〜

①
市
への
問
い
合
わ
せ
を
す
る

②
市
と
協
議
を
し
て
活
動
区
域
を

設
定
し
、
届
出
書
を
提
出
す
る

③
市
と
合
意
書
を
取
交
す

④
市
と
協
議
し
な
が
ら
維
持
管

理
活
動
を
行
う

◆
問
合
先　

　

 

道　

路　

課
☎
（21）
2
4
0
8

　

 

河
川
緑
地
課
☎
（21）
2
4
1
4

　
 

都
市
整
備
課
☎
（43）
9
2
1
4

藤都西岩

本大 本

   

栃
木
市
箱
森
西
部
土
地
区
画

   

整
理
事
業
の
事
業
計
画

（
第
４
回
変
更
）
の
縦
覧

　

小
山
栃
木
都
市
計
画
事
業　

栃
木
藤
岡
バ
イ
パス
下
皆
川
・
富

田
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業

計
画
変
更
（
案
）の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
変
更
内
容
に
意
見
が
あ

る
利
害
関
係
者
は
、
3
月
23
日

（
月
）
ま
で
に
県
知
事
へ
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

栃
木
藤
岡
バ
イ
パ
ス
下
皆
川
・

富
田
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画

変
更（
案
）の
縦
覧

◆
縦
覧
期
間
及
び
時
間

2
月
24
日
（
火
）
〜
3
月
9
日

（
月
）（
土
・
日
曜
日
も
縦
覧
可
）

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

◆
縦
覧
場
所

　

 

都
市
建
設
課
（
別
館
2
階
）

◆
問
合
先

　

 

都
市
建
設
課
☎
（43）
9
2
1
5

大 大

相　　　　　談 日　　　時 場所 / 問合せ

○弁護士相談（事前に要予約）

○総合相談
　（行政・人権・家庭児童・青少年）

○市民相談（日常生活の問題など）

○消費生活相談

○年金相談

○外国人相談

○行政相談

○人権相談

○合同相談
　（行政・人権・心配・困りごと）

○いじめ相談電話
　土･日･祝日･時間外は留守番電話･ＦAX
○青少年相談（非行問題・不登校など）
○家庭児童相談
　（0～17 歳の子どもとその家族）
○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）
○就労支援相談（事前に要予約）
　（35歳以下の就労相談）

〇宅地建物相談（土地・建物の売買や
　賃貸借、所有と管理に関する相談）

3月13日（金）27日（金））   
10:00 ～12:00

3月13日（金）27日（金））   
10:00 ～12:00
3月13日（金）
10:00 ～12:00

本庁／　 市民生活課　
☎（21）2122

本

本
大
藤

都
西
岩

本庁／　 青少年育成センター
☎（24）0667　FAX （21）2690
本庁／　 青少年育成センター
☎（23）6566　FAX （21）2690
本庁／　 家庭児童相談室（こども課）
☎（21）2227
本庁／　 こども課　
☎（21）2229
栃木勤労青少年ホーム／栃木勤労青少年ホーム
☎（22）3113

本

本

本

本
本

本庁／　 市民生活課　
☎（21）2122

本

本

3月19日（木）
10:00 ～12:00

大平隣保館
☎（43）6611　　 0120－46－7830

4月20日（月）
10:00 ～12:00

藤岡公民館／　 生活環境課
☎（62）0903

藤

4月  8日（水）
10:00 ～12:00

遊楽々館／　 生活環境課
☎（55）7763

岩

3月10日（火）
9:30 ～11:30

ふるさとふれあい館／　 生活環境課
☎（43）9211

大

西3月18日（水）
13:00 ～15:00

毎週月曜日（祝日を除く）
13:00 ～21:00

西方保健センター／　 生活環境課
☎（92）0308

3月24日（火）
9:30 ～11:30

老人憩いの家／　 生活環境課
☎（29）1102

都

3月  6日（金）
13:30 ～15:30

遊楽々館／　 生活環境課
☎（55）7763

岩

月～金曜日
9:00 ～17:00

本庁市民相談室／　 市民生活課
☎（21）2122　

月～金曜日
9:00 ～16:00

月～金曜日
9:00 ～17:00
月～金曜日
9:00 ～17:00
月～金曜日
9:00 ～16:00
月～金曜日
9:00 ～16:00

入舟庁舎／消費生活センター
☎（23）8899

3月  10日（火）
10:00 ～12:00
3月28日（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館
☎（43）6611　　 0120－46－7830

月～金曜日
8:30 ～17:15

大平隣保館　☎（43）6611　 0120－46－7830
厚生センター　☎（24）2444
　 人権・男女共同参画課　☎（21）2161

3月  10日（火）
10:00 ～12:00

大平隣保館
☎（43）6611　　 0120－46－7830
藤岡公民館／　 生活環境課
☎（62）0903

藤

相談業務のご案内
相談は気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

=本庁　　　　　　=都賀総合支所
=大平総合支所　　=西方総合支所
=藤岡総合支所　　=岩舟総合支所

　

 

都
市
建
設
課
☎
（62）
0
9
0
8

　

 

都
市
建
設
課
☎
（29）
1
1
0
5

　

 

産
業
建
設
課
☎
（92）
0
3
1
4

　

 

都
市
建
設
課
☎
（55）
7
7
6
7

33

子育て Happy

び
ん
牛
乳
の
味

　

あ
る
幼
稚
園
を
訪
問
し
た
時
の
こ
と
で
す
。

　

も
う
す
ぐ
お
昼
ご
飯
な
の
で
し
ょ
う
か
、
牛
乳
の
ケ
ー
ス
が

い
く
つ
も
積
み
重
ね
て
あ
り
ま
す
。
お
や
っ
？
と
思
っ
た
の
は
、

何
と
も
な
つ
か
し
い「
び
ん
牛
乳
」
だ
っ
た
の
で
す
。
紙
パッ
ク

入
り
の
牛
乳
が
多
い
中
で
、
な
ぜ
？
と
思
い
、
園
長
先
生
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
方
が
お
い
し
い
と
言
う

の
で
す
。」
と
い
う
の
が
お
答
え
で
し
た
。
確
か
に
牛
乳
を
ス
ト

ロ
ー
で
ス
ー
ッ
と
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
の
と
、
び
ん
に
口
を
つ
け

て
、
ま
ず
香
り
を
味
わ
い
、
そ
の
後
口
いっ
ぱ
い
に
含
ん
で
牛

乳
の
甘
み
を
味
わ
っ
て
か
ら
飲
み
込
む
の
と
で
は
、
感
じ
方
は

か
な
り
違
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
牛
乳
の
う
ま
味
、
甘
さ
を
味

わ
っ
て
こ
そ
、
牛
乳
の
本
当
の
味
を
知
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
も
、
飲
物
を
ペッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
直
接
飲
む
か
、

コッ
プ
に
移
し
て
飲
む
か
・
・
・
親
子
で
話
し
合
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
園
長
先
生
と
食
談
義
に
な
っ
た
の
で
す
が
、「
食

育
と
い
う
の
は
、
食
品
と
か
栄
養
素
の
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
だ
け

れ
ど
、
こ
ん
な
牛
乳
の
飲
み
方
ひ
と
つ
を
と
って
も
り
っ
ぱ
な
食

育
で
す
よ
ね
。」
と
い
う
の
が
結
論
で
し
た
。
ち
な
み
に
牛
乳

嫌
い
の
園
児
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
ど
ん
な
形
で
、
ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
食
事

を
提
供
す
る
か
、
大
人
の
側
の
工
夫
が
大
切
な
の
だ
と
再
認

識
し
ま
し
た
。

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

  

生
涯
学
習
課
☎
（21）
2
4
9
0

本

8
時
30
分
〜
17
時
15
分

◆
縦
覧
場
所

　

 

都
市
計
画
課（
本
庁
舎
3
階
）

◆
問
合
先

　

 

都
市
計
画
課
☎
（21）
2
4
3
4

◆
場
所

市
役
所
5
0
1
会
議
室（
万
町
）

◆
問
合
先　

　

 

教
育
総
務
課
☎
（21）
2
4
6
1

本

　

農
作
物
を
荒
ら
し
た
り
、
人

や
家
畜
に
危
害
を
及
ぼ
す
カ
ラ

カ
ラ
ス
等
の
駆
除
の
実
施

本 ス
・
ド
バ
ト
の
駆
除
を
、
地
元

猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
実
施
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

3
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）

日
の
出
〜
日
の
入
ま
で（
予
備
日
：

21
日
（
土
）、
22
日
（
日
））

◆
場
所
　
栃
木
地
域
の
山
林
・

田
畑
、
巴
波
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

や
太
平
山
の
周
辺
、
永
野
川
・

思
川
の
河
川
敷

◆
問
合
先

　

 

農　

林　

課
☎
（21）
2
2
8
9



「
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て

募　

集

住宅火災から命を守るために！

8広報とちぎ　３月号２０１５（平成２７）年２月２０日　発行

　
「
ふ
る
さ
と
の
風
土
で
育
む
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
学
校
に
多
く
の
地
域
の
方
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
学
校
支

援
の
充
実
」
と
「
地
域
の
絆
づ
く
り
」
を
目
指
す
教
育
シ

ス
テ
ム
が
本
事
業
で
す
。
各
校
か
ら
提
出
い
た
だ
い
た

報
告
書
を
も
と
に
、
今
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

○「
学
校
支
援
の
充
実
」
面
か
ら

　

個
別
指
導
が
充
実
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が
深
ま

っ
た
。
ま
た
、
教
職
員
に
と
っ
て
も
、
多
く
の
学
び
の

場
と
な
っ
た
。
／
学
校
か
ら
地
域
に
出
て
の
活
動
に
よ

り
、
地
域
の
多
く
の
方
に
認
め
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
自
己
有
用
感
が
育
ち
、
地
域
へ
の
愛
着
も
深
ま

っ
た
／
生
徒
の
活
動
の
場
（
学
校
行
事
や
部
活
動
等
）

が
広
が
っ
た
。

○「
地
域
の
絆
づ
く
り
」
面
か
ら

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
協
働
の
意
識
が
芽
生
え
、
人

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
少
し
ず
つ
前
進
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。／
子
ど
も
た
ち
と
の
活
動
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
と
っ
て
新
た
な
生
き
が
い
に
な

っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
。／
小
規
模
校
に
と
っ
て
は
、

地
域
で
の
応
援
団
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。／
教
職
員
、

児
童
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
相
互
が
、
地
域
の
中
の
学

校
と
い
う
意
識
を
よ
り
強
く
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
と
ち
ぎ
未
来
ア
シ
ス
ト
ネ
ッ
ト
」は
、

す
べ
て
の
学
校
に
と
っ
て
大
変
有
意
義
な
事
業
で
す
。

　

次
年
度
も
、こ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
大
い
に
活
用
し
、

「
ふ
る
さ
と
の
風
土
で
育
む
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
合
先
　　

 

生
涯
学
習
課
☎
（21）
2
4
8
8

本本

☆
市
営
住
宅

○
大
宮
市
営
住
宅
（
20
歳
未
満

の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
申
込
住
戸
）

　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
　

1
戸

○
大
宮
市
営
住
宅　
　
　
　
　

　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
　

1
戸

○
城
内
南
第
2
市
営
住
宅　
　

　

3
Ｄ
Ｋ　
　
　

1
戸

○
本
町
市
営
住
宅　
　
　
　
　

　

3
Ｄ
Ｋ　
　
　

1
戸

○
川
原
田
市
営
住
宅　
　
　
　

　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
　

1
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得

月
額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
　
　

　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ（
78
・
45
平
方
㍍
）

　

1
戸　

家
賃
6
万
9
千
円
／
月

　

3
Ｄ
Ｋ　
（
70
・
23
平
方
㍍
）

　

1
戸　

家
賃
6
万
5
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　
　

　

3
D
K　
（
73
・
77
平
方
㍍
）

　

2
戸　

家
賃
6
万
6
千
円
／
月

※

駐
車
場
を
利
用
す
る
場
合
、

家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金
（
月

2
，7
0
0
円
／
台
）
が
か
か
り

ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

3
月
5
日（
木
）

〜
11
日
（
水
）
8
時
30
分
〜
17
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

◆
入
居
日　

4
月
１
日
（
水
）

※

入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

◆
問
合
先

　

 

建
築
課

　

☎
（21）
2
4
5
1
・
2
4
5
2

入
居
者
募
集
情
報

　市民文化の振興や個性的な地域づくりを推進するための市のふる
さと文化振興基金に寄付をいただきました。ご協力、大変ありがと
うございました。
《団体》　大陽ステンレススプリング株式会社
　　　　代表取締役会長　横山正二　様
　　　　3,000,000円
《団体》　栃木市菊友会
　　　　会長　大杉清一　様
　　　　5,000円
《団体》　民話美寿々会南部支部
　　　　支部長　高橋正行　様
　　　　61,764円
◆問合先　　文化課☎（21）2495

　平成 26 年中は市内で 79 件の火災が発生しました。そのうち 22 件が住宅火災、7人の方が
負傷し 6 人の方が亡くなっています。死者のうち高齢者（65 歳以上）は 5 人と、高齢者を住
宅火災から守ることが喫緊の課題です。出火原因の上位は、電気器具等が 5件、焚火が 3件、
次にストーブが 2件、たばこ2件となっています。
　住宅火災の死傷者を減らすため、すべての住宅の寝室等に住宅用火災警報器等の設置が義
務づけられています。昨年 6 月 1 日の統計では、当市での設置率は県内で最低という残念な
結果となりました。
　住宅火災では逃げ遅れによる死者が大半です。火災の早期発見に有効な『住宅用火災警報
器』を必ず設置し、維持・管理を行ってください。

警報が鳴り火災を見つけたときは
1.大声で周りに火災を知らせ119 番通報をしましょう。
2. 火が小さいうちで可能なら消火を行ってください。
3.速やかに避難して下さい。
  また避難したら絶対に戻らないでください。
警報器の点検は
1. 取扱説明書等にしたがってください。
2.月に１回は点検をおこなってください。
3.警報器本体の寿命は約10 年です。
　電池切れ等も考え交換をしましょう。

引
越
し
に
つ
い
て

　

進
学
や
就
職
に
伴
い
新
生
活
を
始

め
る
、
と
い
う
方
も
多
い
こ
の
季
節
。

そ
れ
に
伴
う
引
越
し
や
ア
パ
ー
ト
の

退
去
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

る
た
め
に
も
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

〈
引
越
し
を
業
者
に
依
頼
す
る
と
き
は
〉

　

①
引
越
し
業
者
数
社
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
。

（
見
積
も
り
時
に
段
ボ
ー
ル
を
置
い
て
い
こ
う
と
す

る
業
者
も
あ
り
ま
す
が
、
契
約
し
な
か
っ
た
場
合
は

そ
の
返
却
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、

受
け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。）

　

②
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
確
認
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
ら
質
問
を
す
る
。

　

③
高
価
な
も
の
、
壊
れ
や
す
い
も
の
な
ど
に
つ
い

て
は
事
前
に
業
者
に
話
し
て
お
く
。

　

④
契
約
を
す
る
前
に
必
ず
約
款
の
内
容
確
認
を
す
る
。

（
多
く
の
業
者
は
国
土
交
通
省
が
認
め
て
い
る
「
標

準
引
越
運
送
約
款
」
で
様
々
な
事
柄
を
定
め
て
い

ま
す
が
、
独
自
の
約
款
を
用
い
る
業
者
も
あ
り
ま

す
。
独
自
約
款
の
場
合
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
認

可
を
受
け
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。）

　

⑤
引
越
し
後
、
破
損
や
不
足
等
の
事
故
に
気
が

付
い
た
ら
す
ぐ
に
業
者
に
申
し
出
る
。

（
補
償
さ
れ
る
場
合
で
も
、
期
限
が
あ
り
ま
す
。）

　

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸
住
宅
を
退
去
す
る
際
、

補
修
や
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等
の
名
目
で
高
額

の
請
求
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
得
で
き

な
い
場
合
は
そ
の
請
求
の
内
容
を
確
認
し
、
賃
貸

人
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
国
土
交
通

省
の
「
原
状
回
復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
傷
な
ど
が
も
と

か
ら
あ
っ
た
か
ど
う
か
等
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
に
、
入
居
時
に
は
物
件
の
状
態
を
写
真
に
収

め
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

▽
問
合
先
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
入
舟
庁
舎
／
☎
（23）
8
8
9
9
）

ふるさと文化振興基金に寄付
ありがとうございました

ふるさと文化振興基金に寄付
ありがとうございました
ふるさと文化振興基金に寄付
ありがとうございました
ふるさと文化振興基金に寄付
ありがとうございました

◆問合先
　消防本部　予防課
　消防署又は各分署へ
　☎（22）0119（代）

本 大陽ステンレススプリング（株）
横山正二様

本

“

本

本

本

本

学
童
保
育
指
導
員
募
集

　

小
学
生
の
児
童
を
対
象
と
し

た
保
育
指
導
を
行
う
、
学
童
保

育
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
雇
用
期
間

4
月
1
日
〜
9
月
30
日（
更
新
有
）

◆
勤
務
時
間

14
時
〜
19
時
（
シ
フ
ト
制
、
変

動
あ
り
）

◆
報
酬
　
時
給　

8
3
6
円
〜

1
，0
3
2
円

◆
資
格
　
子
ど
も
が
好
き
で
、
共

に
活
動
で
き
る
方
（
保
育
士
、
教

員
免
許
等
の
有
資
格
者
を
優
先
）

◆
選
考
方
法

書
類
審
査
及
び
面
接

◆
申
込
・
問
合
先　

3
月
6
日
（
金
）
ま
で
に
履
歴

書
、
資
格
証
等
の
写
し
を 　

 

こ
ど
も
課（
☎
（21）
2
2
2
3
）へ本

　

市
へふ
る
さ
と
応
援
寄
附
（
ふ

栃
木
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

記
念
品
協
賛
事
業
者
の
募
集

る
さ
と
納
税
）
を
行
っ
た
寄
附
者

に
対
し
て
記
念
品
を
進
呈
す
る

た
め
、
全
国
に
栃
木
市
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
地
場
産
品
・
特

産
品
等
を
提
供
い
た
だ
け
る
協

賛
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
要
件

・
市
内
に
本
社
又
は
主
た
る
事

業
所
を
有
す
る
法
人
又
は
個
人

事
業
者
で
あ
る
こ
と

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

・
栃
木
市
暴
力
団
排
除
条
例
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
又
は
密
接

関
係
者
で
な
い
こ
と

◆
記
念
品
の
条
件

・
市
内
で
生
産
、
製
造
若
し
く

は
加
工
又
は
提
供
が
行
わ
れ
る

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と

・
市
の
知
名
度
の
向
上
又
は
産

業
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と

・
寄
附
者
へ
の
配
送
に
耐
え
う

る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
法
令
の
規
定
又
は
公
の
秩
序

若
し
く
は
善
良
の
風
俗
に
反
し

な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

◆
記
念
品
の
価
格
設
定

　

左
記
か
ら
、
提
案
す
る
記
念

品
に
応
じ
コ
ー
ス
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
2
，0
0
0
円

◇
4
，0
0
0
円

◇
1
0
，0
0
0
円

◇
2
0
，0
0
0
円

※

金
額
に
は
記
念
品
代
・
消
費

税
・
送
料
を
含
む
。

◆
応
募
方
法
等

　

申
込
書
及
び
提
出
書
類
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

提
出
先
：　

 

総
合
政
策
課

※

協
賛
事
業
者
は
、
随
時
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

◆
選
考

　

申
込
内
容
を
基
に
選
考
し
、

選
考
結
果
を
後
日
送
付
し
ま
す
。

◆
問
合
先

　

 

総
合
政
策
課
☎
（21）
2
3
0
2

栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
の

期
日
前
投
票
立
会
人
募
集

◆
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
栃
木

市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
20
才
以
上
の
方

◆
従
事
日

4
月
4
日
（
土
）
〜
11
日
（
土
）

◆
時
間
　
8
時
30
分
か
ら
20
時

◆
場
所
　
本
庁
舎
及
び
各
総
合
支
所

◆
報
酬
額

1
日
に
つ
き
9
，5
0
0
円

◆
応
募
期
限

3
月
10
日
（
火
）
ま
で

◆
応
募
・
問
合
先　

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び　

 

選
挙
管
理
委
員
会
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・
生

年
月
日
・
希
望
す
る
従
事
日
及

び
場
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、　

 

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
☎
（21）
2
5
3
1
）
ま

で
。

※

申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
、

調
整
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

2階の寝室と階段の部分に設置 3階の寝室・階段と1階の階段部分に設置

住宅用火災警報器設置の例　（寝室及び階段には『煙感知式』を設置して下さい。）

○
2
階
建
て
住
宅
の
例

○
1
階
建
て
住
宅
は

　

す
べ
て
の
寝
室
に

　

設
置
し
て
下
さ
い
。

○
3
階
建
て
住
宅
の
例



催
　
し

栃木市
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介
護
認
定
調
査
員
の
募
集

　

要
介
護
認
定
申
請
者
の
自

宅
、
入
所
施
設
等
を
訪
問
し
、

要
介
護
認
定
の
た
め
の
調
査
を

行
う
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福

祉
士
、
介
護
支
援
専
門
員
の
い
ず

れ
か
の
資
格
を
お
持
ち
の
方

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証

（
オ
ー
ト
マ
限
定
可
）
を
お
持
ち

の
方

③
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
で
き

る
方

◆
雇
用
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
28
年
3
月
31

日
（
勤
務
成
績
が
良
好
な
場
合

は
、
そ
の
後
も
更
新
可
能
）

◆
採
用
人
数
　
2
人

◆
勤
務
場
所

栃
木
市
役
所
本
庁
舎
（
万
町
）

◆
勤
務
時
間

平
日
の
8
時
30
分
〜
17
時

◆
報
酬

月
額
1
5
0
，0
0
0
円
＋
調

査
1
件
あ
た
り
2
，0
0
0
円

◆
応
募
期
限

3
月
6
日
（
金
）
17
時
ま
で

◆
申
込
・
問
合
先　

詳
細
は
、　

 

介
護
保
険
課

（
☎
（21）
2
2
5
3
）
ま
で

　

同
宣
言
文
の
策
定
に
当
た
り
、

市
民
か
ら
幅
広
い
意
見
を
い
た
だ

く
た
め
に
、
懇
談
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

◆
内
容　

期
間
中
3
〜
4
回
開

催
さ
れ
る
会
議
に
お
い
て
、
同

宣
言
に
関
す
る
意
見
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
定
員
　
3
人（
選
考
の
う
え
決
定
）

◆
期
間
　
4
月
1
日
か
ら
平
成

28
年
1
月
末
（
予
定
）

◆
対
象
　
市
内
在
住
・
通
勤
・

在
学
の
方

◆
報
酬
　
な
し

◆
申
込
・
問
合
先　

3
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
応
募

用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を

　

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

（
☎
（21）
2
1
6
2
）
へ

栃
木
市
男
女
共
同
参
画

都
市
宣
言
に
関
す
る

懇
談
会
参
加
者
募
集

本
　

新
製
品
・
新
技
術
の
研
究
開

発
に
要
す
る
経
費
の一 

部
を
補
助

し
ま
す
。
本
補
助
金
審
査
会

（
5
月
実
施
予
定
）に
お
い
て
採
択

さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
対

象
経
費
の
1
／
2
に
相
当
す
る
額

を
、
上
限
1
0
0
万
円
ま
で
補

助
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

申
請
前
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
受
付

4
月
1
日（
水
）〜

◆
対
象

市
内
で
1
年
以
上
同
事
業
を
営
ん

で
い
る
中
小
企
業
者
（
製
造
業
）

◆
申
込
・
問
合
先

申
込
用
紙
は　

 

商
工
観
光
課
で

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

　

 

商
工
観
光
課
☎
（21）
2
3
7
2

新
製
品
・
新
技
術
の
開
発
を

応
援
し
ま
す
（
新
製
品
等
開

発
支
援
事
業
費
補
助
金
）

本

本

本

本

世
界
の
料
理
交
流
会

①
ネ
パ
ー
ル
料
理
：
ス
パ
イ
ス

が
効
い
た
、
ヘ
ル
シ
ー
な
家
庭
料

理
。
チ
キ
ン
カ
レ
ー
ほ
か
。

講
師
：
ビ
ャ
ン
ジ
ュ
・
ス
デ
ィ
ッ

パ
氏
、
山
下
し
の
ぶ
氏
（
共
に

ネ
パ
ー
ル
出
身
）　　
　

②
ブ
ラ
ジ
ル
料
理
：
様
々
な
国

の
食
文
化
の
影
響
を
受
け
た
多

り
ん
ぽ
か
ん
ま
つ
り

　

大
平
隣
保
館
利
用
者
の
作
品

展
示
、実
技
発
表
。実
演
、即
売
、

模
擬
店
等
。
駐
車
場
は
、
大
平

中
央
小
学
校
校
庭
を
利
用
く
だ

さ
い
。

◆
日
時
　
3
月
8
日
（
日
）

9
時
30
分
〜
15
時

◆
場
所
　
大
平
隣
保
館
（
大
平

町
新
）

◆
参
加
費
　
無
料

◆
問
合
先　

　

大
平
隣
保
館
☎
（43）
6
6
1
1

第
15
回
下
野
国
庁
ま
つ
り

〜
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

◆
日
時

3
月
8
日
（
日
）
9
時
〜
14
時

◆
場
所
　
下
野
国
庁
跡
（
国
指

定
文
化
財
）・
農
村
広
場
（
田
村

町
）

《
出
演
予
定
》

・
国
庁
太
鼓
（
国
府
南
小
）・
国

府
北
ソ
ー
ラ
ン
（
国
府
北
小
）・

太
鼓
演
奏
（
お
お
つ
か
保
育

園
）・
太
々
神
楽
（
大
神
神
社
神

楽
保
存
会
）・
地
元
囃
子
連
・

各
地
域
の
お
囃
子  

他

《
出
店
予
定
》

・
手
づ
く
り
料
理
販
売
・
農
産

物
直
売
・
バ
ザ
ー
（
日
用
品
雑

貨
品
等
）

《
そ
の
他
》

・
抽
選
会
（
豪
華
賞
品
多
数
）
抽

選
券
は
、
当
日
会
場
で
配
布
。

※

駐
車
場
：
下
野
国
庁
跡
南
側

駐
車
場　

他

主
催
　
下
野
国
庁
ま
つ
り
実
行

委
員
会

◆
問
合
先

　

 

文　

化　

課
☎
（21）
2
4
9
5

　

 

国
府
公
民
館
☎
（27）
3
0
0
2

本

本

本

国
籍
料
理
。
ニ
ョ
ッ
キ  

デ  

バ

タ
タ
（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
ニ
ョ
ッ

キ
）
ほ
か
。

講
師
：
行
本
リ
ジ
ア
氏
（
ブ
ラ

ジ
ル
出
身
）

◆
日
時

①
3
月
1
日
（
日
）
10
時
〜
14
時

②
3
月
15
日
（
日
）
10
時
〜
14
時

◆
場
所

①
大
平
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ゆ

う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
）

②
吹
上
公
民
館

◆
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費

1
，0
0
0
円
（
材
料
費
）

※

国
際
交
流
会
員
2
割
引

◆
申
込
・
問
合
先　

国
際
交
流
協
会
（
入
舟
庁
舎
内

／
☎
（25）
3
7
9
2
）へ
電
話
に

て
。

　この春、市内の観光施設にて『とち介』が登場するスタンプラリーを行います。10 か所のス
タンプポイントをめぐり、とち介スタンプを集めて応募いただいた方に、抽選でプレゼントを差
し上げます。プレゼントは、スタンプの数により 3 つのコースをご用意しました。早春の栃木路
をゆっくり散策しながらの「とち介スタンプラリー」を、ぜひお楽しみください。
◆開催期間
　2月20日（金）～3月22日（日）の毎日 ※各施設の定休日を除く
　スタンプ設置時間：各施設の開館時間
《参加方法》
　①応募用紙を市ホームページからダウンロードするか、
　　スタンプ設置の各施設もしくは　 秘書広報課で入手します。（2月20日から配布予定）
　②スタンプが設置されている10施設を巡り、スタンプを集めます。巡る順番は自由です。　
　　ただし、同じスタンプを複数押印してはいけません。
　③スタンプが集まったら応募用紙を切り抜き、ご希望のコース等必要事項を記入して、スタン
　　プ設置施設で応募するか、52円切手を貼り、 　秘書広報課までお送りください。
　※応募締切： 3月25日（水）当日消印有効
《スタンプ設置施設》
　栃木駅観光案内所、蔵の街遊覧船待合所、栃木市観光協会、とちぎ蔵の街観光館、とちぎ
山車会館、とちぎ蔵の街美術館、とちぎ歌麿館、市役所1階案内所、岡田記念館、油伝味噌
　※スタンプの置いてある場所については、各施設でおたずね下さい。
　※施設により、開館閉館時間・定休日等が異なりますので、詳しくは応募用紙で確認ください。
　　なお、予告なく変更になる場合があります。
《賞品》　特賞コンプリートコース・とち介グッズ詰め合わせ（スタンプ10個）3名
　　　　めいぐるみコース　　   （スタンプ5個）  5名
　　　　限定缶バッチコース　   （スタンプ3個）30名　
◆申込・問合先　　 秘書広報課☎（21）2317

とち介スタンプラリーとち介スタンプラリー

世
代
を
超
え
て
！！

〜
レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

  

勤
総
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

　

14
日　

み
ん
な
で
踊
ろ
う
‼

『
妖
怪
体
操
』、
楽
し
く
作
ろ
う

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ッ
ズ
」　　
　
　

　

15
日　

自
主
講
座
発
表
会
、

サ
ー
ク
ル
作
品
展
・
ス
プ
リ
ン
グ

コ
ン
サ
ー
ト
・
講
座
無
料
体
験
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
焼
き
そ
ば
・

味
噌
お
で
ん
の
販
売
、
お
楽
し

み
抽
選
会

＊
詳
細
は
勤
総
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　
3
月
14
日
（
土
）
13

時
30
分
〜
15
時　

15
日
（
日
）

9
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所
　
栃
木
市
勤
労
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー（
今
泉
1
丁
目
）

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
体
操
や

お
口
や
栄
養
に
関
す
る
講
話

◆
日
程　

※

毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

10
時
〜
11
時
30
分　

全
12
回

4
月
3
日
・
17
日
・
5
月
1
日
・

15
日
・
6
月
5
日
・
19
日
・
7

月
3
日
・
17
日
・
8
月
7
日
・

21
日
・
9
月
4
日
・
18
日

◆
場
所
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
寿
園
（
薗
部
町
2
丁
目
）

◆
対
象
　

①
65
歳
以
上
の
方

②
運
動
制
限
の
な
い
方
（
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
）

い
き
い
き
健
康
教
室（
栃
木

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

長
寿
園
共
催
事
業
）

　

市
民
と
在
住
外
国
人
と
の
交

流
会
で
す
。
お
互
い
に
理
解
を

深
め
ら
れ
る
よ
い
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

外
国
料
理
の
販
売
／
音
楽
や

踊
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョン
な
ど

※

駐
車
場
は
、
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ

ザ
第
１
駐
車
場
は
使
え
ま
せ
ん
。

当
日
誘
導
員
の
案
内
に
従
って
指

定
の
場
所
を
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

3
月
29
日
（
日
）　

10
時
〜
15
時

◆
場
所
　
大
平
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
）
前

広
場

◆
問
合
先

国
際
交
流
協
会
（
入
舟
庁
舎
内

／
☎
（25）
3
7
9
2
）

と
ち
ぎ
イ
ン
タ
ー

　
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ま
つ
り

し   

み
ん

ざ
い
じ
ゅ
う
が
い
こ
く
じ
ん

こ
う

り
ゅ
う
か
い

た
が

り
　
か
い

ふ
か

が
い
こ
く
り
ょ
う
り

ち
ゅ
う
し
ゃ
じ
ょ
う

だ
い
　
ち
ゅ
う
し
ゃ
じ
ょ
う

つ
か

と
う
じ
つ
ゆ
う
ど
う
い
ん

あ
ん
な
い

し
た
が

し

て
い

り  

よ
う

ば   

し
ょ

は
ん
ば
い

お
ん
が
く

お
ど

さ
ん  

か 

き   

か
い

ば  

し
ょ

お
お
ひ
ら
け
ん
こ
う
ふ
く
し

と
い
あ
わ
せ
さ
き

こ
く 

さ
い 

こ
う
り
ゅ
う
き
ょ
う
か
い   

い
り
ふ
ね
ち
ょ
う
し
ゃ
な
い

ひ
ろ
ば

ま
え

が
つ

に
ち 

じ
に
ち

に
ち

じ

じ

講
　
座

　

前
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。（
4
月
〜
9
月
）

○
健
康
料
理
教
室
＝
毎
月
第
二

水
曜
日
、
10
時
〜
12
時　

○
男
の
料
理
教
室
＝
毎
月
第
四

火
曜
日
、
10
時
〜
12
時　

○
気
功
体
操
教
室
＝
毎
月
第

二
・
第
四
水
曜
日
、
14
時
〜
16

時○
健
康
体
操
教
室
＝
毎
月
第 

一 

・
第
三
水
曜
日
、
10
時
〜
11
時

30
分

○
太
極
拳
教
室
＝
毎
週
月
曜

日
、
10
時
〜
12
時（※

1
年
間
）

◆
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
寿
園
（
薗
部
町
2
丁
目
）

◆
対
象　

市
内
在
住
の
方
（
男

の
料
理
は
男
性
の
み
）

◆
定
員
　
各
講
座
30
人
【
健
康

体
操
教
室
の
み
20
人
】
先
着
順

◆
参
加
費　

長
寿
園
利
用
料

（
料
理
教
室
は
材
料
費
）

◆
申
込
・
問
合
先

3
月
2
日（
月
）〜 

8
日（
日
）

直
接
長
寿
園
に
て（
電
話
受
付

不
可
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園

☎
（22）
0
3
3
3
（
木
曜
日
・
祝

日
は
休
館
で
す
）

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
寿
園
講
座
受
講
生
募
集

14
・
15
日
全
館
無
料
開
放

◆
対
象
　
ど
な
た
で
も

◆
参
加
費
　
無
料

◆
申
込
・
問
合
先
　
栃
木
市
勤

労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（27）

7
1
4
0

③
6
回
以
上
継
続
し
て
参
加
で

き
る
方

◆
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費
　
材
料
費
、
長
寿
園

利
用
料

◆
申
込
・
問
合
先

3
月
2
日
（
月
）
〜
8
日
（
日
）

直
接
長
寿
園
に
て

栃
木
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

☎
（21）
2
2
4
5

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
寿
園　

☎
（22）
0
3
3
3
（
木
曜
日
・
祝

日
は
休
館
で
す
）

※抽選は厳正に行い、当選者の
　発表は、発送をもって代えさ
　せて頂きます。

（スタンプラリー参加の場合、有料施設の入場料・乗船料が100円引きになります）
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電
子
端
末
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
を

使
用
し
て
、
ス
マ
ホ
の
知
識
や
基

本
的
な
操
作
方
法
を
学
び
ま
す

◆
期
日　

3
月
17
日
（
火
）・
24

日
（
火
）
13
時
30
分
〜
15
時
【
2

回
連
続
講
座
】

◆
場
所　

厚
生
セ
ン
タ
ー（
栃
木

第
四
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

◆
対
象　

市
内
在
住
の
方

◆
定
員　

18
人

◆
参
加
費　

無
料

※

電
子
端
末
は
講
師

が
用
意
し
ま
す
。
　

◆
申
込
・
問
合
先

3
月
2
日（
月
）〜 

13
日（
金
）

　

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課（
厚

生
セ
ン
タ
ー
）☎
（24）
2
4
4
4

初
め
て
の
ス
マ
ホ
教
室

本◎
初
級
英
会
話
講
座

　

日
常
会
話
が
で
き
な
い
人
向
け
。

◆
期
日　

3
月
2
日
（
月
）
〜

30
日
（
月
）
毎
週
月
曜
日
の
5
回

◆
講
師　

キ
シ
ッ
ク
・
ス
キ
ー
ル

セ
ー
ラ
氏

◆
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

無
料

◎
初
級
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
講
座
（
ス
プ
リ
ン
グ
編
）

◆
期
日　

1
回
目　

3
月
4
日

（
水
）
初
級
1
（
ラ
ウ
ン
ド
タ
イ
プ
）

18
日
（
水
）
初
級
2
（
ワ
ン
サ
イ
ド
タ

イ
プ
）※ 

一 

講
座
の
み
の
受
講
も
可

◆
講
師　

坂
本
晴
彦
氏

◆
定
員　

各
日
15
人（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

各
日
と
も
1
，
5

0
0
円
（
材
料
費
）フ
ロ
ー
リ
ス

ト
ハ
サ
ミ
を
持
参
く
だ
さ
い

◎
チ
ャ
レ
ン
ジ
国
際
料
理
「
ボ
ル

シ
チ
」
講
座

　

本
場
ベラ
ル
ー
シ
の「
ボ
ル
シ
チ
」

と
「
ド
ラ
ニ
キ
」（
じ
ゃ
が
い
も
の

パン
ケ
ー
キ
）

◆
期
日　

3
月
25
日
（
水
）

ウ
イ
ン
グ
と
ち
ぎ

　
　
　
　
講
座
の
ご
案
内

　

脳
の
ス
ト
レ
ッ
チ
と
、
肩
こ
り
・

腰
痛
予
防
の
無
理
の
な
い
運
動
で
す
。

◆
日
時

毎
週
金
曜
日　

11
時
〜
12
時

◆
場
所
　
渡
良
瀬
の
里　

会
議
室

◆
定
員
　
10
人

◆
参
加
費　

5
0
0
円
／
回

（
入
館
料
込
み
）

◆
申
込
・
問
合
先

窓
口
も
し
く
は
電
話
に
て

渡
良
瀬
の
里　

☎
（62）
1
6
3
5

脳
ス
ッ
キ
リ
体
操
教
室

◆
講
師　

柏
崎
イ
リ
ナ
氏
（
ベ
ラ

ル
ー
シ
出
身
）

◆
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

◆
参
加
費　

1
，0
0
0
円
（
材

料
費
）エ
プ
ロ
ン
を
持
参
下
さ
い

◇
各
講
座
共
通

◆
時
間　

19
時
〜
21
時

◆
場
所　

栃
木
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム（
日
ノ
出
町
）

◆
対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
の

お
お
む
ね
35
歳
以
下
の
方

◆
申
込
・
問
合
先

2
月
23
日
（
月
）
か
ら
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム（
☎
（21）
3
1
1
3
）へ

（
◆
開
館
時
間
）

月
〜
金
曜
日
／
13
〜
21
時

講　座　名

生活に生かす書
押花アート
健康体操
筋力アップ講座
エアロビクス
リズム体操
社交ダンス
イキイキ☆フィットネス

10：00～11：30
19：00～20：30
17：00～18：30
19：00～20：30
19：00～20：30
10：00～11：30
19：00～20：30
10：00～11：30

月

水

木

金

期間 
（9回）

20人
20人
50人
50人
50人
50人
男女各15人
50人

定員時　　間

講　座　名

ラテン系エクササイズ☆ZUMBA
キレイな字を書こう！書道
心に栄養ビューティーハタヨガフロー
大人のたしなみ☆ゴルフ
伝統美をまとう☆着付
はっぴぃ～プレイ!テニス
流れのある☆ ヒーリングヨガ
アンニョンで挨拶!ハングル語
世界を広げよう！英会話
元気ハツラツゥ～☆エアロビクス
みんなで歌おう☆ゴスペル
手作りを食卓に☆料理
お花で華やかに！華道
南国の踊り☆タヒチアン
癒し系ストレッチ系ヨガ

体育館シューズ,飲み物,タオル
教本代6ヶ月3,300円
ヨガマット,飲み物,タオル
ボール代実費
初心者のみテキスト4,080円,着物
ボール代500円,ラケット,シューズ
ヨガマット,飲み物,タオル
辞書,筆記用具
辞書,筆記用具
ヨガマット,体育館シューズ,タオル
筆記用具,飲み物
15回分材料費8,000円
1回分花代900円
パレオ,飲み物各自用意
ヨガマット,飲み物,タオル

19:00 ～
19:00 ～
19:00 ～
19:30 ～
18:30 ～
19:00 ～
19:00 ～
19:00 ～
19:00 ～
18:45 ～
19:30 ～
18:30 ～
18:30 ～
19:00 ～
14:00 ～

4/6
4/6
4/7
4/7
4/1
4/1
4/1
4/8
4/2
4/2
4/9
4/3
4/10
4/3
4/4

月

火

水

初回 開催時間

15回
15回
15回
12回
10回
15回
15回
10回
10回
15回
5回
15回
10回
10回
15回

回数

20人
15人
20人
20人
15人
20人
20人
15人
15人
20人
20人
15人
15人
20人
20人

定員 教材費等（自己負担）曜
日

平成 27年度前期講座受講生 募集！！

◆受 講 料　無料（教材費は実費、利用者会費500円）
◆受付時間　平日13時～21時まで（受付時に日程表を配布）
◆その他　講座によって開催場所が異なります。
◆申込・問合せ
　3月2日（月）から、大平勤労青少年ホーム
　（☎（43）5191）へ直接申込

◆講座期間　4月～8月
◆対象　市内在住か在勤の青少年

栃木市大平勤労青少年ホーム栃木市大平勤労青少年ホーム

木

金

土

集う♪
 
学ぶ♪
愉しむ集う♪

 
学ぶ♪
愉しむ

各講座とも定員になり次第、締め切り。

曜
日

第１期自主講座受講生募集

平成 27年度　第 1期自主講座

　受講は1人 1講座（定員を超えた場合は抽選）
講座内容は都合により変更になる場合あり
◆場所　勤労者総合福祉センター（今泉町1丁目）
◆対象　市内在住・在勤の方
◆受講料　受講料1,000円、教材費は実費
　　　　　（保険料を含む）
◆申込・問合せ　4月3日（金）～ 9日（木）
電話受付不可。直接来館ください。勤労者総合
福祉センター☎（27）7140　火曜日・祝祭日休館

無料体験！ジュニアテニス教室
　 3月28日（土）9時30分～11時30分　  総合運動公
園総合体育館　サブアリーナ（川原田町）　  小学生1
年生～5年生の初心者・初級者　 40人（先着順）　 
無料　  氏名、住所、学校名、保護者名、連絡先、貸
出しラケットの希望の有無を記載のうえ、とちぎテニスガー
デンへメール（tochigi-tgarden@cc9.ne.jp）　 スポーツ
振興課☎（25）0930　 

ジュニアテニス教室
　 4月の毎週土曜日　9時～11時　 総合運動公園テニ
スコート（川原田町）　 小学生　 20人（先着順）　 
1,000円／回（当日会場で納入）　 氏名、学年、電話番
号、保護者氏名を記載のうえ、とちぎテニスガーデンへメ
ール（tochigi-tgarden@cc9.ne.jp）  スポーツ振興課☎
（25）0930　 

渡良瀬遊水地ウォーキング
　 4月5日（日）9時～12時30分　集合8時30分　 藤岡
スポーツふれあいセンター（藤岡町藤岡）　どなたでも
　 40人　無料　ヨシ焼き後のすみずみまで見渡せる渡
良瀬遊水地内約10kmのコースを、栃木市スポーツ推進
委員の案内で歩きます。※小雨決行、荒天中止。帽子、
飲み物、タオル等を持参のうえ歩きやすい服装、シューズ
で参加ください。　3月3日（火）～4月2日（木）藤岡スポー
ツふれあいセンターへ電話にて（☎（62）1301）

ジュニアソフトテニス教室
　 4月11日～12月12日（土）（全17回）10時～12時　 
総合運動公園テニスコート（川原田町）　小学4年生
～6年生の男女　 30人（先着順）　 4,000円（保険・ボー
ル代等。初日に会場で納入）　持ち物：テニスのでき
る服装、運動靴、ラケット　 3月27日（金）までに　
スポーツ振興課まで☎（25）0930　市ソフトテニス連
盟　戸井田☎090 -1615 - 8749

キッズダンス教室（ HIP HOPダンス）
　毎週月・金曜日 ①1～3年生17時～ ②4～6年生 
18時～　 総合運動公園体育館（川原田町）　 新1年
生～新6年生　 各15人　 3,780円/月（4回）　 基本
となる「リズム取り」から始まり、簡単な「振り付け」
を学ぶ。　電話または直接窓口へ　メディカルフィッ
トネスとちの木☎（23）2523

ジュニアサッカー (幼児・学童)教室
　毎週月・金曜日 ①幼児16時～ ②1～3年生17時～ 
③4～6年生18時～　  総合運動公園（川原田町）わん
ぱく広場 雨天時　総合体育館　  幼児…新年中～新
年長　学童…新１年生～新6年生　 各15人　 3,780円
/月（4回）　  ドリブルを中心に基礎的な運動。簡単な
ミニゲーム。　電話又は直接窓口にて　メディカル
フィットネスとちの木☎（23）2523　 

ジュニア硬式テニス
　毎週月・木曜日 ①1～4年生17時～ ②3～6年生18時
～　 総合運動公園テニスコート（川原田町）（雨天中止）
　 新1年生～新6年生　 各10人　 3,780円/月（4回）　 
ボールに慣れることから始まりラケットの持ち方、打ち方
など。　電話又は直接窓口にて　メディカルフィットネ
スとちの木☎（23）2523

キッズスポーツ(幼児・学童)教室
　幼児…毎週月・水・木曜日 ①16時～ ②17時15分～（
月・木のみ）　学童…毎週水・金曜日 17時～　 総合
運動公園体育館（川原田町）　幼児…新年小～新年長
学童…新１年生～新6年生　 各15人　 3,780円/月（4回）
　遊びの要素を取り入れた運動プログラム。多種目の
運動で瞬発力や平衡感覚等を養い、運動の基礎を育て
ます。　電話又は直接窓口にて　メディカルフィットネ
スとちの木☎（23）2523

ジュニアラグビー教室
　 毎週水曜日 ①1～3年生17時～ ②4～6年生18時
～　 総合運動公園（川原田町）わんぱく広場 （雨天時
は総合体育館）　 新1年生～新6年生　 15人　 3,780
円/月（4回）　ラグビーの基礎的な技術・楽しさをわ
かりやすく指導。　電話又は直接窓口にて　メディカ
ルフィットネスとちの木☎（23）2523

ジュニア卓球教室
　 毎週水曜日 ①1～3年生17時～ ②4～6年生18時
～　 総合運動公園体育館（川原田町）　 新1年生～
新6年生　 15人　 3,780円/月（4回）　 ラケットの
持ち方から指導。ラリーを行いゲーム形式で対戦。
　電話又は直接窓口にて　メディカルフィットネスとち
の木☎（23）2523
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　掲載した下記内容について誤りがありましたので、
お詫びして訂正します。

1. 対象者
　運転免許のすべてを自主返納した栃木市内に住所
　を有する方（年齢制限無）
2.支援の内容
　支援は1人 1回になります。
　・身体障害者手帳などをお持ちの方（運賃半額）
　　蔵タク回数券1,500 円券 3冊又はふれあいバス回
　　数券 500円券 9 冊
　・それ以外の方
　　蔵タク回数券 3,000 円券 3 冊又はふれあいバス
　　回数券1,000 円券 9 冊
5.申請する窓口
　本庁 2階交通防犯課

訂正内容

項目 （誤）高齢者運転免許証自主返納支援制度
（正）運転免許証自主返納支援制度

73

くらしのガイドブックの訂正について

頁

（正）

お知 らせ



栃木市城内町２－４０－１
定休日 /年中無休 (お盆と年末年始除く)
http://www.tire-vortex.com

TEL0282-22-8844
営業時間 /AM9:30～PM7:00

タイヤショップ  VORTEX ヴォルテックス
油で汚れたレンジフードを…。

やっぱり、何とかしたい！
真冬の寒～い浴室を…。

「どこに相談しよう？」とお悩みの方、お気軽にご連絡下さい！

相続・登記・裁判所関係書類作成等

司法書士・土地家屋調査士・行政書士

栃木市旭町19番16号 栃木市文化会館斜め前
TEL0282（24）2555（平日）8：00～19：00

（土・日・祝） 事前予約にて承ります

佐 山 隆 事 務 所

親身になって相談に応じます

文化琴体験教室

■時 3月15日（日）13時30分～■場プラッツ
おおひら（大平町富田）■対小学生から大
人■定 20人■費 800円■申 3月12日（木）までに、
電話またはFAXにて■内お琴（箏）の継承
を目的にした、小さいサイズの「文化琴」
の体験教室。■問プラッツおおひら☎43-0388 
FAX45-1141

いきがい将棋講座（初級）

■時 3月28日（土）、4月 25日（土）各日10
時～12時■場泉寿園（今泉町1丁目）■定各
10人■■費無料（泉寿園入館料必要、ただ
し小学生・障害者無料）■申前日までに泉
寿園受付まで■■問生涯学習人材バンク講師
（中村）☎21-7543

とちぎ夢ファーレ助成事業
第22回蔵の街うたごえ喫茶

■時 3月28日（土）14時～16時■場栃木商
工会議所大ホール（片柳町2丁目）■対どな
たでも自由参加（予約不要）■費 300円（飲
み物・歌集代）■問 岩川☎24-5868 臼井☎
24-1954

栃木市老人クラブ連合会
健康長寿を目指そうウオーキング

■時 3月28日（土）9時45分～13時35分雨
天時は29日（日）■場蔓巻（つるまき）公園
駐車場（下野市箕輪）■対どなたでも■内しも
つけ風土記の丘・淡墨桜と早春の姿川河
岸を歩く◇蔓巻公園～国分寺・薬師堂～
国分寺跡～天平の丘公園（食事・買物・
見学）～薬師堂～お使者橋～蔓巻公園
◇歩程7.5キロ■問石井☎090-4531-1818

栃木かな書展/押絵・木目込人形展

■時 4月10日（金）～12日（日）10時～18時
※10日は13時～、12日は16時まで■場栃
木文化会館展示室（旭町）■費無料■内県
内のかな書道作家の作品・手仕事教室
生の作品展。■問栃木かな書道会（腰塚）
☎28-1570

英字新聞に挑戦するための準備学習

■時 4月12・26日、5月10日/10時～12時
■場大平運動公園管理棟内会議室（大平町
蔵井）■対高校生以上■定 20人■費 200円■申 4
月10日（金）まで■内英文を頭から訳せるよ
うになる為にはどのような学習をすべきかの
講義。■問生涯学習人材バンク講師（石塚）
☎090-6934-7344（受付10時～17時）

スポーツ安全保険

■■対スポーツ活動、文化活動、ボランティ
ア活動などを行う5人以上のアマチュアの
団体。■■内詳細はスポーツ安全協会ホーム
ページ（http://www.sportsanzen.org）
を参照。加入依頼書はスポーツ振興課（総
合体育館内）、大平公民館、都賀公民館、
藤岡スポーツふれあいセンター、西方総合
文化体育館、岩舟公民館、足利銀行の
各店舗窓口にあり。■問スポーツ安全協会栃

木県支部【（公財）栃木県体育協会内】
☎028-622-7878、スポーツ振興課☎25-0930

借金でお悩みの方へ

■時月～金曜日（祝日を除く）8時30分～12
時、13時～17時■費無料■■内借金に関する
相談。必要に応じ法律専門家を紹介。秘
密厳守。■問関東財務局宇都宮財務事務
所☎028-633-6294（多重債務相談専用）

書道会 会員募集

■時毎週土曜日９時～１２時■場都賀公民館

（都賀町原宿）■講久保仙華■内美しい文字
は日本人の垂涎の的です。気軽に習って
みませんか。■問晴耕書道会（久保）☎２７－
３８８２（森田）☎27－1546

シルバー大学校南校同窓会作品展

■時 3月26日（木）～ 27日（金）10時～ 16
時（27日は15時終了）■場栃木県シルバー
大学南校体育館（神田町）■内書道、絵画、
手工芸、写真、俳句等。即売コーナー・
休憩所あり■問実行委員会事務局（齋藤）
☎0285-28-7500

もっと知ろう！湿原の鳥や生き物

■時 2月28日（土）10 時～15時■場渡良瀬
遊水地■定親子45人（先着順）■費無料■内
ラムサール条約登録された遊水地に生息
する野鳥や自然を観察。■問栃木おやこ劇
場☎22-7062

とちぎ夢ファーレ助成事業
市民講座「薬物乱用防止～子ども達を
危険ドラッグから守る～」

■時 3月1日（日）14時 ～（開場13時30分）
■場ゆうゆうプラザ（大平町西野田）■講岩井
喜代仁氏（茨城ダルク代表）■問自立援助
ホームマルコの家☎21-7740

民話の会「創立10周年記念口演会」

■時 3月8日（日）14時～16時■場ゆうゆうプ
ラザ■定 80人■費無料■問おおひら民話の会
あじさい（町田）☎43-2829　

シルバー人材センター入会説明会

■時3月12日（木）13時30分～■場栃木保健福
祉センター（今泉町2丁目）■対市内在住で働
く意欲のある60歳以上の方■問お住まいの地
域の事業所へ▽栃木事務局☎23-4165▽
藤岡事業所☎62-1534▽都賀事業所☎
27-8812▽大平事業所☎43-0155▽西方事
業所☎92-8390▽岩舟事業所☎55-8358

シルバー人材センター刃物研ぎ

■時 3月18日（水）9時～12時（申込は11
時30分まで）■場栃木保健福祉センター西
側シルバーセンター作業所前（今泉町）■費
包丁類300円～・刈込はさみ500円～・
修理100円～■問シルバー人材センター栃
木事務局☎23-4165 

シルバー人材センター
コンビニ収納開始のお知らせ

■内 4月より、料金等をコンビニで支払えるよ
うになります。今までより大変便利になりま
すので、ぜひご利用ください。■問シルバー
人材センター栃木事務局☎23-4165

市民活動やシルバー人材センター、社
会福祉協議会、県などから依頼された
記事を掲載するコーナーです。詳細は
各団体に問い合わせください。

■時＝日時 ■場＝場所 ■対＝対象
■内＝内容 ■講＝講師 ■担＝担当医師
■費＝費用 ■定＝定員 ■持＝持物
■申＝申込み■問＝問合せ

２０１５（平成２７）年２月２０日　発行11 広報とちぎ　３月号

大豆生田　浩可さん
お　お　ま　め　   う　   　だ　 ひ　ろ　 か

栃木市消防団女性分団　

普段はどんな活動をしていますか？
普段の生活の中で実際に火事が起きない、起こさせないための啓発
運動が主な活動です。応急手当や救急救命、消火指導の講習を受講し、
市が行う防災訓練において、市民の方々に指導と普及を行っています。
また、一人暮らしの高齢者のお宅に市役所や消防士の方と訪問し、
消火器や住宅用火災警報器などをチェックして、火災を未然に防ぐア
ドバイス活動なども行っています。
ほかにも、今年度は消防団の操法大会での司会や、栃木県の消防殉
職者慰霊祭で献花の介添えなどを行いました。

活動を始めるきっかけはなんですか？
父が現在も消防団の活動を行っていて、小さい時から身近に感じてお
り、そんな父の勧めもあったのはもちろんですが、一番のきっかけは
東日本大震災の時に、地域の消防団の方達と南相馬市でボランティア
活動をしたことです。活動を終えて栃木市に戻ってから地域の役に立
つためにできることは、と考えた時にやってみようと思いました。

活動をしていて良かったと思うことや、やりがいを感じるのはどんな時ですか？
自分が活動することで喜ばれたり、感謝されることも多いので、そん
な時にやりがいを感じます。一人暮らしの高齢者のお宅に訪問した時
の話ですが、女性の方が話しやすいと言われたりすることもあり嬉し
くなりました。訓練だけではなく人と接することも防災に繋がってい
るのだと思います。

今後はどのような活動を行っていきたいですか？
幼稚園や保育園などの子ども達や、老人ホームの高齢者向けに防火
講習を行いたいと思っています。またＡＥＤを使える方が一人でも多
くなるよう、使用方法の普及に努めたいです。

市民の皆様に一言
女性消防団員募集中です。男性の消防団とは違った女性ならではの
活動ですので、是非、入団してもらいたいです。機会があれば市の防
災訓練で私たち、女性団員の活動を見ていただきたいです。

3月2日（月）は火災予防週間の啓発運動を栃木市役所にて行います。
3月8日（日）は岩舟地域小野寺北小学校にて防災訓練を行います。

父・大豆生田 隆さん（写真左）と
夫・大豆生田 一幸さん（写真右）も消防団員
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の
ひ
ろ
ば

3
月
21
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

　

出
演　

民
話
美
寿
々
会
栃
木
支
部

※
自
由
参
加

★
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▽
幼
児
〜
児
童
向
け

3
月
7
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

▽
幼
児
向
け

3
月
13
日（
金
）・
27
日（
金
）

10
時
30
分
〜
11
時

　

場
所　

1
階
児
童
ク
ラ
ブ
室

　

出
演　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア『
お
は
な
し
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
』　

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会
・
工
作
教
室　

3
月
7
日（
土
）14
時
〜
15
時

▽
お
は
な
し
会

　

紙
芝
居　

 

「
よ
も
ぎ
だ
ん
ご
ぺっ
た
ん
」

「
お
ま
ん
じ
ゅ
う
の
す
き
な
と
の
さ
ま
」

　

絵
本　
「
ふ
ゆ
め
が
っ
し
ょ
う
だ
ん
」

▽
工
作

「
紙
の
芯
で
作
る
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
・
め

ば
え
ー
る
」

3
月
21
日（
土
）14
時
〜
15
時

▽
お
は
な
し
会

　

紙
芝
居　
「
は
な
いっ
ぱ
い
に
な
あ
れ
」

 

「
ふ
う
せ
ん
ふ
わ
ふ
わ
」

　

絵
本　
「
や
ま
こ
え　

の
こ
え　か

わ
こ
え
て
」

▽
工
作

「
バル
ー
ン
ア
ー
ト・お
花
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
」

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

　

出
演　

ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』

工
作
教
室
は
、誰
で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

材
料
は
図
書
館
で
用
意
し
ま
す
。

※
参
加
自
由

★
春
休
み
の
お
は
な
し
会　

3
月
28
日（
土
）10
時
〜
10
時
40
分

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　
「
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
」

「
も
も
た
ろ
う
」「
だ
れ
の
ぼ
う
し
か
な
」

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー　
「
と
も
だ
ち
ほ
し
い

な
お
お
か
み
く
ん
」

　

そ
の
他
、ゲ
ー
ム
、絵
本
読
み
聞
か
せ
な
ど

　

場
所　

2
階
視
聴
覚
室

　

出
演　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア『た

ん
ぽ
ぽ
』

※
参
加
自
由

★
お
は
な
し
会【
読
み
聞
か
せ
】

3
月
21
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

▽
テ
ー
マ「
春
」

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　

出
演　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

『
お
は
な
し
☆
き
ら
ら
』

★
お
は
な
し
会

3
月
29
日（
日
）10
時
〜
10
時
30
分

/
13
時
〜
13
時
30
分

▽「
も
う
す
ぐ
春
だ
ね
」

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　
「
ち
ょ
う
ち
ょ
」

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー　
「
三
び
き
の

や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」

　

紙
芝
居　
「
チ
ー
ち
ゃ
ん
は
か
く
の
が
す
き
」

　

絵
本　
「
春
の
お
は
な
し
」

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

※
参
加
自
由

★
3
月
1
日（
日
）

栃
木
市
図
書
館
岩
舟
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ

レ
モ
ニ
ー　

9
時
〜
9
時
15
分

い
わ
ふ
ね
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バン
に
よ
る『
お
は

な
し
会
』9
時
45
分
〜
10
時
15
分

★
お
は
な
し
会

3
月
14
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

　

絵
本　
「
お
ば
け
の
花
見
」

　

紙
芝
居　
「
は
な
び
ら
いっ
ぱ
い
」

　

折
り
紙　
「
キ
ツ
ネ
」

3
月
28
日（
土
）14
時
〜
14
時
30
分

　

絵
本　
「
や
き
ざ
か
な
の
の
ろ
い
」

　

紙
芝
居　
「
あ
か
ん
ぼ
ば
あ
さ
ん
」

　

工
作　
「
栃
木
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

『
と
ち
介
』を
作
ろ
う
」

　

場
所　

こ
ど
も
ス
ペ
ー
ス

　

対
象　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年

※
参
加
自
由

ホールたんけんツアー in栃木文化会館
　舞台のオモテもウラも、まるごと大公開。普
段は入れない場所で、裏方さんを体験しよう。
■日 3月7日（土）13時30分開始（13時～受付）
■対 小学生以上の親子　■定 20人　■費 無料　
■申 往復はがきにて、以下の項目を明記の上、
宛先へお送りください。①代表者氏名　②郵
便番号・住所　③電話番号　④合計参加人
数　宛先：〒328-0035　旭町12-16　栃木文
化会館「ホールたんけんツアー」係

健康体操「カラダとこころをほぐす」
　無理のない、カラダの動かし方やほぐし方を
探る体操。
■日 3月17日（火）13時30分開始　■場 老人福
祉センター長寿園（薗部町）　■対 どなたでも
■定 20人　■費 無料　■申 栃木文化会館の窓口・
電話で受付。長寿園では受付していません。

ピアノ開放デー　♪気分はピアニスト♪
　貸切で、演奏や練習・録音などお楽しみく
ださい。
■日 3月21日（土）・22日（日）各日10時～16時
■場 ホール　■対 ピアノを弾ける5歳以上の方　
■定 15組×2日（先着順）　■費 無料　■申 藤岡文
化会館の窓口・FAXへ。申込用紙は市内文
化会館・市役所・ホームページにあり。

とちぎシネマ倶楽部 「それいけ！アンパンマン 
りんごぼうやとみんなの願い」

■日 3月8日（日）　■開 10時30分　■演 11時　
■場 ホール　■費 全席自由500円　■申 好評発売
中　■プ 市内文化会館5館

ロビーコンサート
　公募で選ばれた演奏家が1組20分で演奏
会を行います。
■日 3月15日（日）13時～17時　■場 ロビー　■定 
70人　■費 入場無料

4月より休館日・施設等
使用料が変更になります

　休館日・施設使用料・附属設備備品使用
料・冷暖房使用料が変更となります。4月1日
以降は、改正後の休館日及び使用料金が適用
となります。
　休館日は、毎週月曜日（ただし、その日が祝
日の場合は翌日）及び年末年始（12月28日～
翌年1月4日）となります。使用料の詳細につ
きましては、お問い合わせください。

「TSUKEMEN LIVE 2015」
■日 3月7日（土）　■演 15時　■プ 市内文化会館
5館、オオノ楽器、小山市立文化センター、オン
ダ楽器ハーモニープラザ、金井楽器店　■費 チ
ケット3,500円（全席指定）　好評発売中

12か月前の月初（午前
9時15分～）に重複申
込者のみ集合していた
だき、利用者調整会議
を行って決定。（協議
が整わない場合は抽
選。）

先着順。申込が重複した場合は利用
者間での話し合い、または抽選。

3か月前の月初（午前
9時15分～）に重複申
込者のみ集合していた
だき、利用者調整会議
を行って決定。（協議
が整わない場合は抽
選。）

・利用したい日の
12か月前の同日

・文化会館事務
所で随時
9時～受付

・利用したい日の
3か月前の同日

・文化会館事務
所で随時
9時～受付

4月1日より
栃木市文化会館（全5館）の受付方法が変わります

変更前
ホール・展示室 会議室・練習室等 ホール・展示室 会議室・練習室等

変更後

予
約
し
た
い
日
の
受
付
方
法

抽
選
方
法

 電話での仮押さえは、利用者調整会議終了後から可能ですが、利用許可申請書を仮押え後2週
間以内に窓口に提出し、使用料を納付してください。2週間を過ぎると、自動的にキャンセルとなり
ますので、ご注意ください。遠方の方は利用する会館の窓口へ相談ください。

利用したい日の13か
月前の16日～同月末
日正午までの提出期
間中に「受付用紙」を
直接利用する会館の
窓口へ提出。郵送・
FAXでも可。各会館の
ホームページからも申
込できます（岩舟除く）

※電話受付不可。
※同じ月日分を複数の
会館で押さえること
はできません。

利用したい日の4か月
前の16日～同月末
日正午までの提出期
間中に「受付用紙」を
直接利用する会館の
窓口へ提出。郵送・
FAXでも可。各会館の
ホームページからも申
込できます（岩舟除く）

※電話受付不可。
※同じ月日分を複数の
会館で押さえること
はできません。

◆受付方法についての
問合先
栃木文化会館 ☎（23）5678
大平文化会館 ☎（43）5232
藤岡文化会館 ☎（62）4351
都賀文化会館 ☎（27）8855
岩舟文化会館 ☎（55）7055
市内文化会館ホームページ
http://www.tochigi-

bunka.jp

　

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

岩舟文化会館（コスモスホール）
☎ 55-7055

大平文化会館
☎ 43-5232

栃木文化会館
☎ 23-5678

藤岡文化会館
☎ 62-4351

栃
木
図
書
館

☎
22ｰ

３
５
４
２

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

大
平
図
書
館

☎
43ｰ

５
２
３
４

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

藤
岡
図
書
館

☎
62ｰ

４
８
８
９

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館

☎
28ｰ

０
８
０
６

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
館

☎
92ｰ

２
５
１
２

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

（
開
館
9
時
〜
19
時
30
分
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
岩
舟
館

☎
55ｰ

2
5
0
0（
2
月
28
日
ま
で
）

☎
54ｰ

1
9
0
0（
3
月
1
日
か
ら
）

■日=日時  ■会=会場  ■料=料金  ■定=定員  ■対=対象  ■チ=チケット  ■プ=プレイガイド 
■申=申し込み  ■開=開場  ■演=開演時間  ■託=託児サービス  ■予=電話予約  ■問=問い合わせ
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ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センターいわふね
（☎ 55‐7920）

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

大平児童館
（☎ 43‐2350）

ファミリーサポートセンター
（栃木／☎25‐1040 ・ 大平／☎43‐1134）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

地域子育て支援センター
（☎23‐2740）

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

◯ぺたぺた記念日
●日 3月3日（火）、4日（水）10時～ 11時
30分●対 0歳以上●内手形足形、身長体
重測定※誕生月のお友達に写真のプレ
ゼントあり
◯のびのびひろば◆
●日 3月17日（火）10時～ 11時30分（時
間内参加自由）●対 1歳以上の未就園児
◯ぷちぷちひろば◆
●日 3月18日（水）10時～ 11時30分（時
間内参加自由）●対 0～ 11か月児
◆の共通事項●内ころころペット
◯おひさまクラブ参加者募集
期間：平成27年4月～平成28年3月
の1年間●日月曜日（月1・2回）10時～
11時●対平成25年4月1日以前に生まれ
た未就園児と保護者●申 3月2日（月）～
31日（火）

◯時間割表を作ろう♪
●日 3月7日（土）14時～17時●対年長児
～ 18歳未満●内フェルト・毛糸・ボタン
で飾ったオリジナル時間割表●定 20人（先
着順）●申当日9時受付開始（電話可）
◯移動動物園がやってくる！！
●日 3月24日（火）11時～15時●場とちぎコ
ミュニティプラザ2階●対 18歳未満●内パ
ンダマウス・ハリネズミ・犬・猫などと触
れ合い。
☆共通事項●対未就学児は保護者同伴

◯ほんわかタイム
●日 3月3日（火）10時～ 11時●場とちぎコ
ミュニティプラザ2F和室●対 0歳児と保
護者●内ふれあい遊びとおしゃべりタイム
●申当日受付
◯なかよしタイムⅠ期募集
●日 4月8日～6月24日の水曜日（全10回）
10時～ 11時●対 2歳3か月以上児と保
護者●内親子で歌や体操などの集団活
動や製作、仲間づくり。●申 3月5日～
◯プチなかよしタイムⅠ期募集
●日 4月21日（火）～ 6月16日（火）10時～
11時●場とちぎコミュニティプラザ2F和室
●対H26年4～6月生の乳児と保護者20
組●内ベビータッチケア、栄養士の講話、
心理士の講話●申 3月12日（木）～
◯小児歯科衛生士さんの話
●日 3月19日（木）10時30分～ 11時●対
未就学児と保護者●内虫歯の予防と歯
の手入れ●持使っている歯ブラシ、タオル
●申当日受付
☆共通事項●費無料

◯赤ちゃんサロン
●日 3月5日（木）・12日（木）どちらか1日
10時30分～ 11時30分●対 0歳児と保
護者●内親学習プログラム（有資格者に
よる指導）●定 30組（上の子の託児あり）
●申受付中
◯子育て支援研修会
●日 3月17日（火）10時30分～11時30分
●対乳幼児と保護者●内人形劇を楽しもう
●講岩舟町お話キャラバン●定 30組●申 2
月24日（水）～
☆共通事項●場大平みなみ児童館●申電
話または直接大平みなみ児童館へ

◯お楽しみ会
●日 3月12日（木）●内「コロポックル」による
人形劇など●定 30組
◯わくわくタイム
◇誕生会（1～ 3月生）●日 3月5日（木）

◯ベビーマッサージ
●日 3月12日（木）●対 0歳児と保護者●定
15組●持バスタオル●申 2月25日（水）～
◯すくすくタイム♥
◇身体測定・窓飾り制作●日 3月5日（木）
◇リズム遊び●日 3月19日（木）
◇手形・足形とり●日 3月26日（木）
♥の共通事項●対未就園児と保護者●申
不要
☆共通事項●時 10時30分～11時30分
●費無料

◯ひな壇の前でお写真を撮ろう
●日 3月3日（火）
◯3・4月生まれのお誕生会
●日 3月11日（水）
◯開放保育
●日 3月18日（水）●場なかよしこども園園庭
☆共通事項●時 10時30分～11時30分
●対未就園児と保護者●費無料

◯わいわいクラブ♠
●日 3月4日（水）10時～
◯誕生会
●日 3月10日（火）10時～●申当日受付
◯人形劇
●日 3月11日（水）10時30分～11時30分
●内人形劇「おおきなかぶ」●講いわふねお
はなしキャラバン●定 30組●申 3月2日～
◯うきうきクラブ♠
●日 3月18日（水）10時30分～
◯にこにこクラブ♠
●日 3月25日（水）10時30分～
◯お楽しみ会
●日 3月27日（金）10時30分～11時30分
●定 25組●申 3月9日～
♠の共通事項●申当日受付●内手形足形
☆共通事項●費無料●対未就園児と保護者

◯親子ふれあい給食
●日 3月2日（月）受付10時～10時30分
●定当日先着5組●費親子で800円（離乳
食あり）
◯ほのぼの移動広場 ＊
●日 3月3日（火）17日（火）10時30分～11
時30分※時間内参加自由●場イオン栃
木店2Fちびっこ広場●内歌遊び、絵本、
ミュージック・ケア、子育て・看護師相談
◯リズムdeポン ＊
●日 3月9日（月）10時～11時●内リトミック
やミュージック・ケアのリズム遊び
◯双子ちゃん遊ぼう
●日 3月16日（月）10時～12時●対未就園
児の双子と保護者、双子を妊娠中の方
（※一般にも開放）●費無料
◯健康相談日 ＊
●日 3月16日（月）10時～12時、13時～15
時●内身体測定※午前中、助産師相談
あり
◯マタニティー＆ベビーの日
●日 3月19日（木）14時～15時●対 妊娠5
か月以上（臨月除く）の妊婦または夫婦
●定 2組●内赤ちゃんのお世話、調乳、おや
つ試食●持エプロン、母子手帳●費無料
●申電話予約10時～15時
＊の共通事項●費無料●対未就園児と保
護者●申不要

◯カレンダー作り★
●日①3月3日（火）13時30分～14時30
分 ②3月11日（水）・12日（木）10時30
分～11時30分●対未就園児●内 4月のカ
レンダーと季節の折り紙。
◯身体測定・手形の日★
●日①3月4日（水）・6日（金）10時30分～
11時30分 ②3月5日（木）10時30分～
11時30分●対①～1歳6か月 ②1歳6か
月～未就園児●内身体計測、手形足形。
初参加の方は担当にお声掛けください。
◯絵本の会★
●日 3月9日（月）10時45分～11時15分
●対未就園児●内紙芝居、手遊び、ペープ
サートなど。

◯わいわい広場「わいわいまつり」
●日 3月6日（金）10時30分～12時●対 0～
3歳児の親子●内ぞうさんポシェットの製
作、おえかきホットケーキ、木のおもちゃなど
◯天体観測
●日 3月4日（水）・18日（水）19時～20時
30分●対全年齢●内暖かい服装で。曇天
中止。
☆共通事項●費無料●申不要

◯会員募集
依頼会員：市内に在住または在勤で0
歳から小学生のお子さんのいる方
提供会員：市内に在住し、子育てのお手
伝いをしたい方（資格は問わず。講習あ
り。）
利用料金は1時間700円が基本。預かり
中は補償保険が適応。詳しくは、ファミ
リーサポートセンターへ。

◯いちご狩りに参加しよう！
●日 4月22日（水）10時45分（現地集合）
11時から30分間食べ放題●場いちごの
里（小山市南小林）●対 1歳6か月以上
児と保護者●定 15組（先着順）●費 大人
500円3歳以下200円●申 3月24日（火）
～26日（木）
★印は自由参加。
☆共通事項●申電話は9時30分～

◇フォトフレームを作ろう●日 3月18日（水）
◇渡良瀬の里公園で遊ぼう●日 3月25日
（水）（※荒天時は屋内活動）●場藤岡保
健福祉センター北側
☆共通事項●時 10時30分～11時30分
●対乳幼児と保護者●定各20組（わくわくタ
イム）●費無料●申 2月25日（水）～先着順

◯♪らんぐざーむ♪と遊ぼう
●日 3月9日（月）10時30分～11時30分
●対 1歳6か月～未就園児●内ピアノ生演
奏によるうた遊び、リズム遊び。●費無料
◯大きくなったね！
●日①3月5日（木）、11日（水） ②3月6日
（金）、12日（木）各日11時～12時●内身
長体重測定。カード作り。誕生月には手
形足形。育児相談など。●対①6か月～1
歳5か月児 ②1歳6か月～未就園児
●持バスタオル、測定しやすい服装
◯パネルシアターをみてうたおう
●日①3月13日（金）、23日（月）、24日（火）
②3月16日（月）、19日（木）、20日（金）各
日11時～12時●対①6か月～1歳5か月
児 ②1歳6か月～未就園児
☆共通事項●定 15組●申 3月2日（月）～4
日（水）

3月22日（日）まで

●開館時間 9時～17時（入館は16時30分まで）
●休 館 日 月曜日（祝日の場合は翌日休館）

中原淳一展
4月15日（水）～6月28日（日）

荒川豊蔵
≪瀬戸黒金銀彩梅図
茶碗  銘  さきがけ≫
1960年頃  個人蔵

表紙原画（『ひまわり』
臨時増刊第4巻第6号）
1950年　個人蔵

とちぎ蔵の街美術館 ☎ 20-8228

とちぎ蔵の街美術館（万町3－23／☎20－8228／FAX20－8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場をご利用ください。

○講演会「癸生川コレクションの魅力―小杉放菴の作品について」
講師：田中正史氏（小杉放菴記念日光美術館学芸課長）　
日時：3月15日（日）14時～15時30分　
場所：とちぎ蔵の街観光館2階多目的ホール　
定員：70人（先着順）入場無料
○担当学芸員のギャラリートーク
3月8日（日）14時から
＊観覧券必要。美術館受付集合。

中原淳一（1913 ～ 1983）の手掛けた雑誌、イラスト、
ファッションデザインなど多彩な活動を紹介します。
料金：一般500円　中学生以下無料

収蔵品展 珠玉の癸生川コレクション
―近現代の美術と工芸―

※身体障害者手帳、療育手
帳、障害者保健福祉手帳
の交付を受けている方と
その介護者は無料
※（　）内は、20名以上の
団体割引料金

料　金　表

料　金
300円（200円）

区　分
一般（高校生以上）
中学生以下 無　料

★3月のおやこ保育園
●日 3月17日（火）10時30分～12時●場市役
所本庁舎1階市民スペース●対未就園児の
親子●費無料●申不要●問事務局さくら保育
園☎（24）3900／■本保育課☎（21）2231

＝日時　 ＝対象 ＝内容　 ＝講師
　＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

＝場所
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3月は「自殺対策強化月間」です。

≪急患センター終了後、問合先≫
◆栃木市消防本部
　月～土曜日の22：00以降 ☎（22）0119
　日曜・祝日・年末年始の21：00以降 ☎（24）9999
 （音声ガイダンス）

≪栃木地区急患センター３月の当番医師≫

平日19時～22時（内科／小児を含む）
休日 9時～21時（内科／小児を含む）（外科）
※変更になる場合もありますので、事前に電話確
認をしてからお出かけください。
※急患センターは、急病の患者さんに対し応急的
な診療を行う施設です。急病ではない患者さん
は、かかりつけ医師等の診療時間内に受診する
など、急患センターの正しい利用をお願いします。

【診療時間等】

【診療場所】
栃木地区急患センター（境町） ☎（22）8699

≪小児救急診療（0歳から中学生）≫
◆とちの木病院（大町） ☎（22）7722
　日曜日　19：00 ～ 21：00
※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町） ☎（22）2551
　木・金曜日 17：00 ～ 22：00 （要電話確認）

1

2
3
4
5
6
7

8

9
10
11
12
13
14

15

16
17
18
19
20

21

22

23
24
25
26
27
28

29

30
31

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火
水
木
金

土

日

月
火
水
木
金
土

日

月
火

内：土谷（土谷医院）
外：嶋崎（とちぎ診療所）
山門（山門クリニック）
成田（成田内科）
中元（中元内科医院）
腰塚（学）（ちづかクリニック）
青木（章）（静和医院）
箕輪（箕輪内科）
内：関口（弘）（関口医院）
外：大山（大山整形外科）
斉藤（伸）（さいとう小児科）
金田（金田医院）
恵川（与倉ペインクリニック）
藤沼（仁）（大平下病院）
橋本（安）（橋本医院）
青木（虎）（青木医院）
内：高田（高田クリニック）
外：長（大平ファミリークリニック）
土谷（土谷医院）
河口（河口医院）
竹田（竹田内科小児科クリニック）
川島（かわしまクリニック）
亀田（亀田整形外科医院）
内：箕輪（箕輪内科）
外：林（のぞみ整形外科）
内：腰塚（学）（ちづかクリニック）
外：青木（虎）（青木医院）
横山（よこやま内科小児科クリニック）
筒井（筒井医院）
秋元（秋元クリニック）
中坪（なかつぼクリニック）
野崎（野崎医院）
玉野（たまのクリニック）
内：大門（康）（大門内科医院）
外：島田（均）（しまだクリニック）
青木（虎）（青木医院）
関口（弘）（関口医院）

≪とちぎ医療情報ネット≫
県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の
情報を提供するためのシステムです。
○ホームページ
「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
アドレスバーに下記のURLを入力。
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
○モバイル版
http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ子ども救急電話相談≫
お子さんの急な病気やけがについて、経験豊富な
看護師が相談に応じます。
　月曜日～土曜日　18：00～翌朝8：00
　日曜日・祝休日　24時間（8：00～翌朝8：00）
　☎028-600-0099　プッシュ回線の場合　＃8000

心の病気は、本人が気づかないことも少なくありません。
家族や友人など身近な人の力が、大きな助けに繋がります。

日

※事前に問合先まで連絡ください。

内　容

①妊娠中の生活・仲間づくり
②育児について・妊娠中の栄養
③妊婦体験・赤ちゃんのお風呂

終了
終了

3月7日（土）

終了
終了

3月14日（土）

会場／日程
栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ

曜日 地域（会場）

※個別通知にて案内した時間にお越しください。

4
11
17
20
24
25
26

11
17
18
20
24
26

3
6
9
12
13
18
20

4
11
19

6
10

4か月児健診

9か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

2歳児歯科健診

内　容

水
水
火
金
火
水
木

水
火
水
金
火
木

火
金
月
木
金
水
金

水
水
木

金
火

栃木（栃木保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）

都賀（都賀保健センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）

大平（大平ゆうゆうプラザ）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
都賀（都賀保健センター）
栃木（栃木保健福祉センター）
岩舟（岩舟遊楽々館）
栃木（栃木保健福祉センター）
西方（西方保健センター）

大平（大平ゆうゆうプラザ）
栃木（栃木保健福祉センター）
栃木（栃木保健福祉センター）

岩舟（岩舟遊楽々館）
栃木（栃木保健福祉センター）

3月の乳幼児健診

両　親　教　室

※事前に問合先まで連絡ください。

月
栃木保健福祉センター

大平ゆうゆうプラザ

藤岡保健福祉センター

西方保健センター

岩舟遊楽々館

会　場

すくすく教室

日

16

11

9

11

3

3

3

3

3

3

曜日

月

水

月

水

火

内　容

ふれあい遊び・絵本の読み聞かせ

離乳食教室・子育て相談

離乳食実習

子育てのお話

離乳食実習

日
2
9
11
16
18
23

曜日
月
月
水
月
水
月

地域（会場）
栃木（栃木保健福祉センター）
大平（大平ゆうゆうプラザ）
岩舟（岩舟遊楽々館）
藤岡（藤岡保健福祉センター）
西方（西方保健サンタ―）
都賀（都賀保健センター）

3
月
の
子
育
て
サ
ロ
ン

本庁健康増進課
 ☎（25）3511
 ☎（25）3512
大平健康福祉課
 ☎（45）1788
藤岡健康福祉課
 ☎（62）0904
都賀健康福祉課
 ☎（29）1103
西方健康福祉課
 ☎（92）0311
岩舟健康福祉課
 ☎（55）7781

問合先

【歯周疾患検診対象の方へ】
歯周疾患検診受診券の有効期限は、平成27年3月31日（火）です。
今年度の対象者は下記のとおりです。この機会にぜひ受診ください。

【対象者】30・35・40・45・50・55・60・65・70歳の方（※年齢はH27.3.31現在）

まもろう！
大切な命

気づき

ストレスチェック
こころの体温計

声かけ 傾　聴

家族や仲間の変化に気づいて、
声をかける

本人の気持ちを尊重し、
耳を傾ける

いつもと違う…
眠れない、食欲がない、
口数が少なくなった

・どうしたの？なんだか辛そうだけど…
・なんだか元気がないけど大丈夫？

心配していることを伝えましょう
相手の感情を大切に、誠実に対応
しましょう
言葉にして伝えましょう
・よくやっているね　・話してくれてありがとう

つなぎ 見守り

早めに専門家に相談するよう促す

市のホームページからアクセス
できますので、ご利用ください。

温かく寄り添いながらじっくりと見守る
丁寧に情報提供をしましょう
確実に相談窓口に繋がるよう支援しましょう

必要があれば、相談にのることを伝えましょう。
過度の励ましは、負担になります。

▲携帯・スマホは
　こちらから

休日・夜間救急診療

成人健診等のご案内

乳幼児健診等のご案内
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3月平成26年 生まれの

みかも山公園南口
道の駅みかも

32

し
ま
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て
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ま
す
。
標
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で
、
山
の
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域
に
散
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路
と
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標
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さ
れ
て
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ま
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で
、
大
人
か
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供
ま
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安
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て
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す
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こ
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が
で
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す
。
3
月
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旬
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ら
は
、
カ
タ
ク
リ
の
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生
が
開

花
を
始
め
、
一
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早
い
春
を
感
じ

る
こ
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し
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う
。

道
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策
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ま
た
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山
は
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古
く
か
ら

交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
て
お

り
、
今
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し
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域
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元
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ア
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紫
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ふ
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あ
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とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

▲ わんぱく広場

N

県
内
最
大
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市
公
園
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山
公
園
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る
三

毳
山
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の
百
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山
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ど
豊
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有
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て
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り
、
春
は
サ
ク
ラ
や
カ
タ

ク
リ
、
秋
は
鮮
や
か
な
紅
葉
と
、

一
年
を
通
し
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れ
た
人
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写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

（
締
め
切
り
）  

平
成
26
年
5
月
生
ま
れ  

3
月
19
日
（
木
）　
（
当
日
必
着
）  

平
成
26
年
6
月
生
ま
れ  

4
月
8
日
（
水
）

高岡　秀明ちゃん
たかおか ひであき

河田　朔弥ちゃん
かわ  だ  さく  や  

河田　悠磨ちゃん
かわ  だ  はる  ま  

髙木和紗弓ちゃん
   さ  ゆみ

若林　空來ちゃん
わかばやし そ　ら

鳴海　翔ちゃん
なる  み  しょうたか  ぎ　わ  

森川　麻弥ちゃん
ま　や

佐藤　実郷ちゃん
  さ  とう   み  さと

関口　直杜ちゃん
せきぐち なお  と  もりかわ

齋藤　維吹ちゃん
  い  ぶき

川田　空桜ちゃん
かわ  だ  そ　ら

松井桜生和ちゃん
まつ  い  さ　い　のさいとう

岡田　悠ちゃん
ゆう

斎藤　聡太ちゃん
さいとう そう  た  

伊奈　まことちゃん
い　なおか  だ  

梁島　蒼唯ちゃん
あお   い 

片見　僚馬ちゃん
かた  み  りょうま

大山　みおちゃん
おおやまやなしま

渡邉　結依ちゃん
ゆ　い

古平　琉偉ちゃん
   こ だいら る　い

岡島　壱樹ちゃん
おかじま いつ  き  

松本　芯大ちゃん
まつもと しん  た  

渡邉　圭翔ちゃん
わたなべ けい  と  

道山　友萌ちゃん
みちやま と　も

臼井　瑛翔ちゃん
うす  い  えい  と  

青木　大和ちゃん
あお  き  や ま とわたなべ

▲ 道の駅 みかも

▲ 農作物直売所

●

●

岩舟駅岩舟駅

岩舟小学校岩舟小学校

いわふね
フルーツパーク
いわふね
フルーツパーク

東口東口

西口西口

南口南口

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

佐野藤岡IC佐野藤岡IC

佐野スマート
インター
佐野スマート
インター

50

67

みかも山公園周辺案内図

1月11日（日）、市
内6会場で「平成27年
栃木市成人式」が行
われました。各地の
会場にとち介も訪れ、
新成人を祝福しまし
た。

市内各地域で成人式市内各地域で成人式

西
方

大
平

都
賀

栃
木

岩
舟

藤
岡

リフォーム･屋根･外壁塗装  工事請負

オオアク建 装 工 業 株 式 会 社

住まいの塗装は地域の信頼できる当社へ！！

現場作業・管理者募集!! 
《内容》住宅塗装･リフォーム等の現場作業・管理者

（社会保険完備・年齢不問・初心者歓迎）

栃木市箱森町51-28（運動公園東側P前）｠TEL：0282-22-5981

（見積り無料）



広報とちぎ　３月号２０１５（平成２７）年２月２０日　発行

ニ ュ ー ス

地
域
の

話題
を写真で紹介！

市内各地から、楽しい話題が届きました！

無病息災を願う どんど焼き

一
筆
に
心
を
込
め
て

白
銀
の
中
で
の
親
子
ス
キ
ー

市内各地のイベント情報を、市ホームページのイベントカレンダーで見ることができます。

大寒祭で奉納、寒晒しそば！
1月20日、出流山満願寺で、そば
職人が寒晒しそばの成功や技術の向
上を祈願する大寒祭が行われました。
滝行には一般の方も参加し、身を
清めた後、本堂で寒晒しそ
ばの奉納そば打ちが行われま
した。参加者は、甘みと風
味のある打ち立ての寒晒しそ
ばを堪能していました。

1
月
6
日
、ハ
ン
タ
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
塩
原
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
、
親
子
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教

室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

54
人
の
参
加
者
は
、都
賀
地
区
体
育
協
会
ス
キ
ー

部
員
か
ら
講
習
を
受

け
、
技
術
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
な
が

ら
、
親
子
で
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

1
月
5
日
、
毎
年
恒
例
の
「
書
初
め
席
書
大
会
」

が
、
大
平
隣
保
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
・
園
児
は
約
20
人
。
学
年
ご
と

に
与
え
ら
れ
た
課
題
に
向
か
い
、
一
字
一
字
、
心

を
込
め
て
筆
を
運
び
ま
し
た
。

一
生
懸
命
書
い
た
作
品
は
甲
乙
つ
け
が
た
く
、

皆
、
隣
保
館
に
展
示
す
る
1
枚
を
選
ぶ
の
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
保
育
園
建
設
が
ス
タ
ー
ト

1
月
21
日
、旧
赤
麻
保
育
園
跡
地
に
て
、（
仮
称
）

藤
岡
地
域
統
合
保
育
園
の
園
舎
新
築
工
事
安
全
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
平
成
28
年

4
月
に
新
設
保
育
園

の
開
園
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
新
設

保
育
園
の
名
称
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
応

募
方
法
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
年
も
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

岩
舟
地
域
内
で
は
、
小
正
月
の
行
事
で
あ
る
「
ど

ん
ど
焼
き
」を
行
う
地
域
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら

れ
、
小
野
寺
地
区
の
小
名
路
自
治
会
で
は
1
月
11

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
竹
や
わ
ら
で
組
ま
れ
た
や
ぐ
ら
に
、
し
め
飾

り
や
お
札
な
ど
が
納
め

ら
れ
火
が
と
も
さ
れ
ま

す
。育

成
会
や
周
辺
地
域

の
子
ど
も
た
ち
も
集
ま

り
、
ふ
る
ま
わ
れ
た
豚

汁
と
と
も
に
、
ど
ん
ど

焼
き
の
火
で
焼
い
た
お

餅
を
食
べ
、
1
年
間
の

健
康
を
祈
願
し
ま
し
た
。

地域の話題を
Facebookでも
お届けしています。

Facebookに登録の無い方でもご覧になれます。
https://www.facebook.com/TochigiCity

　

1月24日、にしかた子どもネットワークの主
催で、無病息災、五穀豊穣などを祈願する「ど
んど焼き」が行われました。
正月飾りなどを納めた高さ約18メートルの
やぐらに火が付けられると、勢いよく炎が上

がり、一帯を赤 と々照らしました。参加者は、
やぐらが燃え上がる様子を見守り、下火に
なったところで、持ち寄ったまゆ玉団子を焼
いて味わいました。

むびょうそくさい ご こくほうじょう

だん ご
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